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主
催
者
か
ら
の
挨
拶

ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社

特
定
非
営
利
活
動
法
人
雨
水
市
民
の
会

代
表
取
締
役 

会
長

理

　事

　長

濱

　
　
　逸

　夫

山

　本

　耕

　平

　
今
回
も
全
国
の
小
学
生
、中
学
生
の
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
社
は「
洗
う
」と
い
う
、水
と
関
わ
り
の
深
い
事
業
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、様
々
な
場
面
で
水
資
源
の
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。工
場
で
の
水
使
用
量
の
削
減
や
、お
客
様
の
ご
使
用
時
に
節
水
に

つ
な
が
る
製
品
開
発
の
他
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
水
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、2
0
1
1

年
よ
り
こ
の「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」を
始
め
ま
し
た
。今
回

で
8
回
目
と
な
り
ま
し
た
。今
ま
で
の
応
募
者
数
は
の
べ
約
6
万
人

（
小
学
生
約
2
万
人
、中
学
生
約
4
万
人
）、学
校
数
は
2
，1
1
1
校

（
小
学
校
1
，1
6
9
校
、中
学
校
9
2
2
校
、そ
の
他
2
0
団
体
）と
、

非
常
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
事
と
し
て
雨
水
活
用
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。参
加
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
も
、資
源
と
し

て
の
水
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
2
0
1
5
年
9
月
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
、2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界
の

国
々
が
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
に
、１
７
の
目
標
S
D
G
s
を
掲
げ

ま
し
た
。こ
の
目
標
の
一
つ
が「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
み
ん
な
に
」で

す
。雨
が
少
な
く
水
の
乏
し
い
国
々
の
中
に
は
、子
ど
も
達
が
遠
く
ま
で

水
汲
み
に
行
く
た
め
に
学
校
に
通
え
な
か
っ
た
り
、汚
れ
た
池
や
川
、井

戸
の
水
で
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。ま
た
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、台
風
な
ど
大
き
な
気
象
災
害
が
増
え
る
と
と
も

に
、水
不
足
や
干
ば
つ
に
苦
し
む
地
域
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
は
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、一
人
あ
た
り

の
降
水
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。雨
水
は
大
事
な
資
源
の

は
ず
で
す
が
、都
市
で
は
雨
は
す
ぐ
に
川
や
海
に
捨
て
て
し
ま
う
構
造

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。近
年
は
台
風
や
大
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
災

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、雨
が
少
な
い
年
に
は
ダ
ム
が
空
っ
ぽ
に
な
り
渇

水
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
問
題
は
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
遠
く
の
国
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
に
困
っ
て
い
る
国
々
に
は
手
を
差
し
伸

べ
、私
た
ち
自
身
も
水
の
大
切
さ
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
」が
、日
本
と
世
界
の
水
問
題
に

発
想
を
広
げ
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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2

総

　
　評

　
全
体
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、特
に
小
学
生
の
部
の
低

学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
作
品
が
、完
成
度
や
表
現
方
法
の
レ
ベ
ル

が
高
い
と
感
じ
ま
し
た
。今
年
は
災
害
の
多
い
年
で
し
た
の
で
、災
害

時
の〝
雨
水
の
活
用
〞
に
つ
い
て
書
い
た
作
品
が
と
て
も
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、感
心
し
た
の
は
作
文
部
門
小
学
生
の
部
の
最
優
秀
賞

「
い
の
ち
よ
り
も
水
が
ほ
し
い
」で
す
。水
の
大
切
さ
を
こ
れ
ほ
ど
強
く

訴
え
た
作
文
に
は
、こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。昔
、深

刻
な
水
争
い
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
、公
園
の
碑
か
ら
知
り
、水
を

盗
ん
だ
罪
が
死
刑
だ
っ
た
こ
と
、罪
を
問
わ
れ
た
人
が「
い
の
ち
よ
り

も
水
が
ほ
し
い
」と
叫
ん
だ
と
い
う
悲
し
い
歴
史
か
ら
水
の
大
切
さ
を

説
く
文
章
力
は
み
ご
と
で
し
た
。

　
成
長
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、特
に
中
学
生
の
作
品
が
、知
識

が
非
常
に
豊
富
で
、ま
と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

小
学
生
の
作
品
は
発
想
が
柔
ら
か
く
て
、素
直
に
物
事
を
と
ら
え
て
い

ま
す
。自
由
研
究
部
門
で
は
実
験
結
果
を
し
っ
か
り
検
証
し
て
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」は
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
が
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、継
続
的
に〝
水
の
循
環
〞
に
興
味
を
持

ち
、周
り
に
広
げ
て
い
く
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で
雨
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

作品募集 2018年5月下旬、全国の小中学校約10,000校にご案内チラシ・ポスターを送付
し、専用webページ「雨の恵みひろば」で告知することで作品募集を開始しました。
その後、後援団体に募集協力のお願いをしました。また、事務局から全国の小中学校
に応募を呼びかけました。

一次審査会 開催日　2018年10月13日（土）～26日（金）
4部門（小学生の部、中学生の部）それぞれで、二次審査候補作品を慎重に絞り込みま
した。

二次審査会 開催日　2018年10月30日（火）～11月4日（日）
一次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、三次審査候補作品を絞
り込みました。

三次審査会 開催日　2018年11月8日（木）
二次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、入賞作品候補を絞り込
みました。

最終審査会 開催日　2018年11月22日（木）
三次審査会で絞り込まれた、候補作品を厳正に審査し、受賞作品を決定いたしました。
また、一次審査会から推薦があった団体奨励賞・団体努力賞を承認しました。

応募総数

応募部門
応募数

小学生の部 中学生の部 部門別合計

作文部門 124 997 1,121

ポスター部門 439 603 1,042

自由研究・自由表現部門 19 496 515

標語部門 2,846 4,140 6,986

部別合計 3,428 6,236 9,664

経過報告

最終審査会
審査委員

有馬　朗人 元文部大臣（審査委員長）
大野　正人 全国造形教育連盟委員長
山本　耕平 特定非営利活動法人雨水市民の会 理事長
濱　　逸夫 ライオン株式会社 代表取締役 社長執行役員（2018年11月当時）
※順不同、敬称略

3

締め切り日（10月13日）までに、全国の小中学生から9,664作品（小学生の部
3,428作品、中学生の部6,236作品）もの力作が集まりました。
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し
た
。

小
学
生
の
作
品
は
発
想
が
柔
ら
か
く
て
、素
直
に
物
事
を
と
ら
え
て
い

ま
す
。自
由
研
究
部
門
で
は
実
験
結
果
を
し
っ
か
り
検
証
し
て
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」は
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
が
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、継
続
的
に〝
水
の
循
環
〞
に
興
味
を
持

ち
、周
り
に
広
げ
て
い
く
活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で
雨
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

作品募集 2018年5月下旬、全国の小中学校約10,000校にご案内チラシ・ポスターを送付
し、専用webページ「雨の恵みひろば」で告知することで作品募集を開始しました。
その後、後援団体に募集協力のお願いをしました。また、事務局から全国の小中学校
に応募を呼びかけました。

一次審査会 開催日　2018年10月13日（土）～26日（金）
4部門（小学生の部、中学生の部）それぞれで、二次審査候補作品を慎重に絞り込みま
した。

二次審査会 開催日　2018年10月30日（火）～11月4日（日）
一次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、三次審査候補作品を絞
り込みました。

三次審査会 開催日　2018年11月8日（木）
二次審査会で絞り込まれた候補作品をさらに厳正に審査し、入賞作品候補を絞り込
みました。

最終審査会 開催日　2018年11月22日（木）
三次審査会で絞り込まれた、候補作品を厳正に審査し、受賞作品を決定いたしました。
また、一次審査会から推薦があった団体奨励賞・団体努力賞を承認しました。

応募総数

応募部門
応募数

小学生の部 中学生の部 部門別合計

作文部門 124 997 1,121

ポスター部門 439 603 1,042

自由研究・自由表現部門 19 496 515

標語部門 2,846 4,140 6,986

部別合計 3,428 6,236 9,664

経過報告

最終審査会
審査委員

有馬　朗人 元文部大臣（審査委員長）
大野　正人 全国造形教育連盟委員長
山本　耕平 特定非営利活動法人雨水市民の会 理事長
濱　　逸夫 ライオン株式会社 代表取締役 社長執行役員（2018年11月当時）
※順不同、敬称略

3

締め切り日（10月13日）までに、全国の小中学生から9,664作品（小学生の部
3,428作品、中学生の部6,236作品）もの力作が集まりました。



審査結果

4

佳作

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

ポスター

小学生の部

中学生の部

自由研究・
　  自由表現

小学生の部 4 北川　尚崇 水のゆくえ

中学生の部

福島県

奈良県

山梨県

新潟県

福岡県

猪苗代町立緑小学校

奈良市立六条小学校

都留市立禾生第一小学校

新潟市立岩室小学校

北九州市立赤崎小学校

6

6

5

1

1

渡部　響子

有方　佳奈子

前田　望生

石川　星波

柏原　一護

雨水は　命の水に　大変身

雨ふる日　水やり当番　空がする

こわさない　緑のダムは　水の道

雨にはね　何度もいきる　力あり

しりたいな　あめのうまれる　ばしょはどこ
標　語

小学生の部

中学生の部

山形県

愛知県

東京都

大阪府

大阪府

新庄市立新庄中学校

名古屋市立久方中学校

千代田区立神田一橋中学校

関西創価中学校

関西創価中学校

2

2

1

1

1

横山　晴菜

小島　友梨奈

布浦　幹子

濵﨑　智恵

藤野　美紀子

雨水は　地球をつくる　お母さん

雨活は　地球を創る　リサイクル

雨水は　世界を潤す　命水（いのちみず）

雨が降り　自然が造る　循環器

雨の水　「あたりまえ」じゃない「ありがとう」

5

審査結果

自由研究・
　  自由表現

特別賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

中学生の部 兵庫県 2 金重　文殊 Journey of rain淳心学院中学校

最優秀賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文
小学生の部

中学生の部

ポスター
小学生の部

中学生の部

自由研究・
　  自由表現

小学生の部

中学生の部

標　語
小学生の部

中学生の部

兵庫県

京都府

愛知県

兵庫県

神奈川県

鳥取県

東京都

茨城県

1

1

6

1

5

1

2

1

西宮市立南甲子園小学校

八幡市立男山東中学校

東浦町立片葩小学校

淳心学院中学校

秦野市立鶴巻小学校

鳥取大学附属中学校

板橋区立北野小学校

つくば市立手代木中学校

大恵　朱実

嶺尾　晏那

横地　満奈

起塚　龍玄

伊東　千織

松浦　礼奈

富田　紗英

渡邉　琴葉

いのちよりも水がほしい

雨水タンクの必要性

雨は生き物を成長させる

天つ水に感謝

雨を作って心を育てるそう置の実験

酸性雨の研究

雨・川・海　ひとつながりの　水の惑星（ほし）

循環（まわ）ってる　生命（いのち）
と地球と　雨水と

優秀賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文
小学生の部

中学生の部

ポスター
小学生の部

中学生の部

自由研究・
　  自由表現

小学生の部

中学生の部

標　語
小学生の部

中学生の部

香川県

愛知県

大阪府

長崎県

愛知県

岐阜県

茨城県

山形県

5

1

2

3

2

3

1

1

松岡　まとい

湯浅　晴日

大谷　英輝

九重　紫

宮治　芽生太

平井　もも

小池　理仁

吉川　優平

わが家の雨水活用大作戦

天水

すごいぞ！ 雨活小学校

雨の贈りもの

水を大切にするためのけんきゅう

雨をいろいろな視点から見てみよう。

ふったあめ　ながれる水の　うんどうかい

僕たちの　暮らしを守る　一滴（ひとしずく）

香川大学教育学部附属坂出小学校

愛知教育大学附属名古屋中学校

大阪市立玉造小学校

松浦市立志佐中学校

安城市立錦町小学校

御嵩町立上之郷中学校

牛久市立中根小学校

酒田市立第四中学校

佳作

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

中学生の部

大阪府

香川県

佐賀県

東京都

千葉県

奈良県

島根県

東京都

岡山県

5

5

5

4

2

2

2

1

1

吹田市立東山田小学校

香川大学教育学部附属坂出小学校

佐賀市立高木瀬小学校

府中市立府中第七小学校

専修大学松戸中学校

帝塚山中学校

松江市立八雲中学校

かえつ有明中学校

金光学園中学校

坪野　杏樹

清水　絵莉夏

石倉　要

クラージェ　彩海

大村　朋也

雨水で夏を涼しく

「雨水の滝」

森林や里山の再生で雨水を循環させよう

雨水を利用して憩いの場を作ろう

雨に関する言葉

⻆地　佑奈

小笠原　佳穂

谷川　純白

永井　智汎

雨と水は仲良し

多すぎて使えない水

雨水洗車

雨水と呼ばれなくなった雨水

兵庫県

福岡県

愛知県

埼玉県

福岡県

岩手県

静岡県

愛知県

宮城県

東京都

三重県

神奈川県

石川県

京都府

兵庫県

3

3

3

2

2

加古川市立陵北小学校

福岡市立百道浜小学校

一宮市立宮西小学校

久喜市立三箇小学校

福岡雙葉小学校

盛岡市立松園中学校

浜松市立積志中学校

愛知教育大学附属名古屋中学校

仙台市立台原中学校

東京都立三鷹中等教育学校

三重大学教育学部附属小学校

2

2

2

1

高田　歩

瀬川　温仁

紅野　穣太朗

加山　雄大

雨水をろ過して家で使おう!!

雨水を飲む

備災新聞

雨水利用の科学

横須賀市立坂本中学校

金沢市立兼六中学校

八幡市立男山東中学校

淳心学院中学校

吉田　妃羅々

笠原　鈴葉

木村　ひより

三浦　和佳

榎本　浩雅

もったいない大切な雨水

その一滴も大切に

その一杯も雨の旅路

ひとつの雨粒で・・・

雨は命の源

有澤　悠翔

橋本　龍一郎

山下　そよ花

阿久津　莉乃

工藤　かれん

雨は自然からのおくりもの大切な宝物

雨水で街を涼しく

雨と仲よく雨を大切に

わたしの友達は雨水！

みんなのえがお☆キラキラゆうえんち。

6

6

5

4

2
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佳作
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関西創価中学校

2

2

1

1

1

横山　晴菜

小島　友梨奈

布浦　幹子

濵﨑　智恵

藤野　美紀子

雨水は　地球をつくる　お母さん

雨活は　地球を創る　リサイクル

雨水は　世界を潤す　命水（いのちみず）

雨が降り　自然が造る　循環器

雨の水　「あたりまえ」じゃない「ありがとう」
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自由研究・
　  自由表現

特別賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

中学生の部 兵庫県 2 金重　文殊 Journey of rain淳心学院中学校

最優秀賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名
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ポスター
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　  自由表現
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兵庫県

京都府

愛知県

兵庫県

神奈川県

鳥取県

東京都

茨城県

1

1

6

1

5

1

2

1

西宮市立南甲子園小学校

八幡市立男山東中学校

東浦町立片葩小学校

淳心学院中学校

秦野市立鶴巻小学校

鳥取大学附属中学校

板橋区立北野小学校

つくば市立手代木中学校

大恵　朱実

嶺尾　晏那

横地　満奈

起塚　龍玄

伊東　千織

松浦　礼奈

富田　紗英

渡邉　琴葉

いのちよりも水がほしい

雨水タンクの必要性

雨は生き物を成長させる

天つ水に感謝

雨を作って心を育てるそう置の実験

酸性雨の研究

雨・川・海　ひとつながりの　水の惑星（ほし）

循環（まわ）ってる　生命（いのち）
と地球と　雨水と

優秀賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文
小学生の部

中学生の部

ポスター
小学生の部

中学生の部

自由研究・
　  自由表現

小学生の部

中学生の部

標　語
小学生の部

中学生の部

香川県

愛知県

大阪府

長崎県

愛知県

岐阜県

茨城県

山形県
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2
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3
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松岡　まとい

湯浅　晴日

大谷　英輝

九重　紫

宮治　芽生太

平井　もも

小池　理仁

吉川　優平

わが家の雨水活用大作戦

天水

すごいぞ！ 雨活小学校

雨の贈りもの

水を大切にするためのけんきゅう

雨をいろいろな視点から見てみよう。

ふったあめ　ながれる水の　うんどうかい

僕たちの　暮らしを守る　一滴（ひとしずく）

香川大学教育学部附属坂出小学校

愛知教育大学附属名古屋中学校

大阪市立玉造小学校

松浦市立志佐中学校

安城市立錦町小学校

御嵩町立上之郷中学校

牛久市立中根小学校

酒田市立第四中学校

佳作

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

中学生の部

大阪府

香川県

佐賀県

東京都

千葉県

奈良県

島根県

東京都

岡山県

5

5

5

4

2

2

2

1

1

吹田市立東山田小学校

香川大学教育学部附属坂出小学校

佐賀市立高木瀬小学校

府中市立府中第七小学校

専修大学松戸中学校

帝塚山中学校

松江市立八雲中学校

かえつ有明中学校

金光学園中学校

坪野　杏樹

清水　絵莉夏

石倉　要

クラージェ　彩海

大村　朋也

雨水で夏を涼しく

「雨水の滝」

森林や里山の再生で雨水を循環させよう

雨水を利用して憩いの場を作ろう

雨に関する言葉

⻆地　佑奈

小笠原　佳穂

谷川　純白

永井　智汎

雨と水は仲良し

多すぎて使えない水

雨水洗車

雨水と呼ばれなくなった雨水

兵庫県

福岡県

愛知県

埼玉県

福岡県

岩手県

静岡県

愛知県

宮城県

東京都

三重県

神奈川県

石川県

京都府

兵庫県

3

3

3

2

2

加古川市立陵北小学校

福岡市立百道浜小学校

一宮市立宮西小学校

久喜市立三箇小学校

福岡雙葉小学校

盛岡市立松園中学校

浜松市立積志中学校

愛知教育大学附属名古屋中学校

仙台市立台原中学校

東京都立三鷹中等教育学校

三重大学教育学部附属小学校

2

2

2

1

高田　歩

瀬川　温仁

紅野　穣太朗

加山　雄大

雨水をろ過して家で使おう!!

雨水を飲む

備災新聞

雨水利用の科学

横須賀市立坂本中学校

金沢市立兼六中学校

八幡市立男山東中学校

淳心学院中学校

吉田　妃羅々

笠原　鈴葉

木村　ひより

三浦　和佳

榎本　浩雅

もったいない大切な雨水

その一滴も大切に

その一杯も雨の旅路

ひとつの雨粒で・・・

雨は命の源

有澤　悠翔

橋本　龍一郎

山下　そよ花

阿久津　莉乃

工藤　かれん

雨は自然からのおくりもの大切な宝物
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わたしの友達は雨水！

みんなのえがお☆キラキラゆうえんち。

6

6

5

4

2



努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

香川大学教育学部附属坂出小学校

香川大学教育学部附属坂出小学校

中野区立南台小学校

中野区立南台小学校

中野区立南台小学校

潟上市立飯田川小学校

狛江市立狛江第一小学校

6

4

5

5

5

4

2

石井　希

島村　恵太

松本　梨沙

袖山　小登明

今泉　るか

三村　睦

上平　理玖

丸亀ピカラスタジアムの雨水活用

さい害から思う井戸

雨の音とかさの音

世界に一つだけの自分雨道具

雨をよりよく川のはんらんを防ぐ方法

集まれ、雨のおふろへ！！

水のぼうけんか

中学生の部

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

京都府

兵庫県

さいたま市立浦和中学校

さいたま市立浦和中学校

墨田区立両国中学校

墨田区立両国中学校

墨田区立両国中学校

八幡市立男山東中学校

兵庫県立大学附属中学校

2

2

3

2

2

1

1

西田　夏海

長生　奏音

赤間　大隼

吉岡　純奈

藤原　加波

落合　楓馬

中村　風香

雨の日散歩

雨による洪水への対策

水を使う将来の人達へ

祖母の甕

オーストラリアと日本の比較

雨水タンクで日本を救おう

雨水をそのまま活用

ポスター

小学生の部

福岡県

大阪府

徳島県

神奈川県

愛知県

神奈川県

福岡雙葉小学校

堺市立南八下小学校

徳島市加茂名南小学校

神奈川県立平塚ろう学校

東浦町立片葩小学校

平塚市立大野小学校

6

4

3

2

2

1

川端　飛鳥

北野　佑亮

岡本　彩佐

大坂　穣里

坂口　結衣

川田　冴月

恵の水

雨音のめぐみ

雨パーティー

雨をつつむしぜん　大せつにしよう

雨を活用しよう

あまみずのぼうけん

中学生の部

茨城県

山口県

山口県

宮城県

東京都

兵庫県

兵庫県

守谷市立御所ケ丘中学校

岩国市立灘中学校

岩国市立灘中学校

仙台市立台原中学校

十文字中学校

兵庫県立大学附属中学校

淳心学院中学校

3

3

3

2

2

2

1

宮嶋　凜

藏重　光咲

升田　観月

森　宥利花

滑川　理美

中上　穂香

原　龍之介

雨水活かす先人の知恵

ムダなく使い切ろう大切な資源

恵みの雨

雨水は親友～マイライフは君のおかげ～

大自然からのおくりもの

雨水利用してますか

恵みの雨　命の水

自由研究・
　  自由表現 小学生の部

長野県

神奈川県

軽井沢町立軽井沢中部小学校

平塚市立大野小学校

6

2

塚本愛理・山本空音
・由井菜々

重元　康太郎

自然環境の変化

雨水をむだにしない

6

審査結果

努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

自由研究・
　  自由表現 中学生の部

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

兵庫県

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

かえつ有明中学校

兵庫県立大学附属中学校

石井　琉空

馬　尤俊

渡辺　悠斗

西村　香織

平岡　夏央

黒原　佑斗

雨活～打ち水～

雨水から塩はできるのか？

雨水を楽しむ！！

雨水＋食紅でレインボーフラワーを作る

自宅にある材料で作る！簡易浄水器

1

1

1

1

1

1

標　語

小学生の部

秋田県

新潟県

愛知県

大阪府

大阪府

千葉県

潟上市立飯田川小学校

新潟市立岩室小学校

安城市立丈山小学校

豊中市立寺内小学校

豊中市立寺内小学校

市原市立市原小学校

6

5

4

4

4

1

伊藤　大晟

山上　百華

沓名　輝來

三原　侑和

藤野　実咲

駒澤　陽樹

雨の音　心と体の　子守唄

ふりやんで　空がおめかし　にじかかる

雨の日に　カラフル　さくよ　かさの花

雨の水　にじ色かがやく　空の水

虹や雪　雨は自然の　芸術家

あさがおが　あめのシャワーで　のびてゆく

埼玉県

埼玉県

東京都

大阪府

茨城県

沖縄県

川口市立東中学校

川口市立東中学校

葛飾区立本田中学校

大阪市立旭陽中学校

守谷市立御所ケ丘中学校

沖縄県立球陽中学校

3

3

3

2

1

1

三浦　椿

加藤　愛心

川上　明日海

杉元　美心

中村　彩美

比嘉門　未来

雨水は　形にのこらぬ　自然遺産

幸せの　雨の鼓動は　生命の産声

ほらここに　生き物つなぐ　雨粒一つ

命繋ぐ　雨の恵みは　緑の大地へ

春夏秋冬　四季を楽しむ　ニッポンの雨活

中学生の部

団体奨励賞

団体努力賞

東京都 中野区立南台小学校

大阪府 堺市立鳳南小学校 京都府 八幡市立男山東中学校 奈良県 帝塚山中学校

兵庫県 淳心学院中学校

7

審査結果

香川県

香川県

東京都

東京都

東京都

秋田県

東京都

雨水を利用して、トマトを甘くするための
水耕栽培実験

空から雲へ　雲から雨へ　雨から花へ　
花から笑顔へ　笑顔から明るい地球（ほし）へ



努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

作　文

小学生の部

香川大学教育学部附属坂出小学校

香川大学教育学部附属坂出小学校

中野区立南台小学校

中野区立南台小学校

中野区立南台小学校

潟上市立飯田川小学校

狛江市立狛江第一小学校

6

4

5

5

5

4

2

石井　希

島村　恵太

松本　梨沙

袖山　小登明

今泉　るか

三村　睦

上平　理玖

丸亀ピカラスタジアムの雨水活用

さい害から思う井戸

雨の音とかさの音

世界に一つだけの自分雨道具

雨をよりよく川のはんらんを防ぐ方法

集まれ、雨のおふろへ！！

水のぼうけんか

中学生の部

埼玉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

京都府

兵庫県

さいたま市立浦和中学校

さいたま市立浦和中学校

墨田区立両国中学校

墨田区立両国中学校

墨田区立両国中学校

八幡市立男山東中学校

兵庫県立大学附属中学校

2

2

3

2

2

1

1

西田　夏海

長生　奏音

赤間　大隼

吉岡　純奈

藤原　加波

落合　楓馬

中村　風香

雨の日散歩

雨による洪水への対策

水を使う将来の人達へ

祖母の甕

オーストラリアと日本の比較

雨水タンクで日本を救おう

雨水をそのまま活用

ポスター

小学生の部

福岡県

大阪府

徳島県

神奈川県

愛知県

神奈川県

福岡雙葉小学校

堺市立南八下小学校

徳島市加茂名南小学校

神奈川県立平塚ろう学校

東浦町立片葩小学校

平塚市立大野小学校

6

4

3

2

2

1

川端　飛鳥

北野　佑亮

岡本　彩佐

大坂　穣里

坂口　結衣

川田　冴月

恵の水

雨音のめぐみ

雨パーティー

雨をつつむしぜん　大せつにしよう

雨を活用しよう

あまみずのぼうけん

中学生の部

茨城県

山口県

山口県

宮城県

東京都

兵庫県

兵庫県

守谷市立御所ケ丘中学校

岩国市立灘中学校

岩国市立灘中学校

仙台市立台原中学校

十文字中学校

兵庫県立大学附属中学校

淳心学院中学校

3

3

3

2

2

2

1

宮嶋　凜

藏重　光咲

升田　観月

森　宥利花

滑川　理美

中上　穂香

原　龍之介

雨水活かす先人の知恵

ムダなく使い切ろう大切な資源

恵みの雨

雨水は親友～マイライフは君のおかげ～

大自然からのおくりもの

雨水利用してますか

恵みの雨　命の水

自由研究・
　  自由表現 小学生の部

長野県

神奈川県

軽井沢町立軽井沢中部小学校

平塚市立大野小学校

6

2

塚本愛理・山本空音
・由井菜々

重元　康太郎

自然環境の変化

雨水をむだにしない

6

審査結果

努力賞

部門 都道府県 学　校　名 学年 氏　　名 作品名

自由研究・
　  自由表現 中学生の部

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

兵庫県

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

墨田区立吾嬬立花中学校

かえつ有明中学校

兵庫県立大学附属中学校

石井　琉空

馬　尤俊

渡辺　悠斗

西村　香織

平岡　夏央

黒原　佑斗

雨活～打ち水～

雨水から塩はできるのか？

雨水を楽しむ！！

雨水＋食紅でレインボーフラワーを作る

自宅にある材料で作る！簡易浄水器

1

1

1

1

1

1

標　語

小学生の部

秋田県

新潟県

愛知県

大阪府

大阪府

千葉県

潟上市立飯田川小学校

新潟市立岩室小学校

安城市立丈山小学校

豊中市立寺内小学校

豊中市立寺内小学校

市原市立市原小学校

6

5

4

4

4

1

伊藤　大晟

山上　百華

沓名　輝來

三原　侑和

藤野　実咲

駒澤　陽樹

雨の音　心と体の　子守唄

ふりやんで　空がおめかし　にじかかる

雨の日に　カラフル　さくよ　かさの花

雨の水　にじ色かがやく　空の水

虹や雪　雨は自然の　芸術家

あさがおが　あめのシャワーで　のびてゆく

埼玉県

埼玉県

東京都

大阪府

茨城県

沖縄県

川口市立東中学校

川口市立東中学校

葛飾区立本田中学校

大阪市立旭陽中学校

守谷市立御所ケ丘中学校

沖縄県立球陽中学校

3

3

3

2

1

1

三浦　椿

加藤　愛心

川上　明日海

杉元　美心

中村　彩美

比嘉門　未来

雨水は　形にのこらぬ　自然遺産

幸せの　雨の鼓動は　生命の産声

ほらここに　生き物つなぐ　雨粒一つ

命繋ぐ　雨の恵みは　緑の大地へ

春夏秋冬　四季を楽しむ　ニッポンの雨活

中学生の部

団体奨励賞

団体努力賞

東京都 中野区立南台小学校

大阪府 堺市立鳳南小学校 京都府 八幡市立男山東中学校 奈良県 帝塚山中学校

兵庫県 淳心学院中学校

7

審査結果

香川県

香川県

東京都

東京都

東京都

秋田県

東京都

雨水を利用して、トマトを甘くするための
水耕栽培実験

空から雲へ　雲から雨へ　雨から花へ　
花から笑顔へ　笑顔から明るい地球（ほし）へ



賞と賞品 ◆個人賞
1.　最優秀賞：8作品
　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード3万円・キレイキレイセット）
　　小学生の部、中学生の部、4部門の最優秀作品
2.　優秀賞：8作品
　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード1万円・キレイキレイセット）
　　小学生の部、中学生の部、4部門の優秀作品

4.　佳　 作：34作品
　　（賞状・副賞図書カード2千円・キレイキレイセット）

3.　特別賞：1作品
　　（賞状・副賞図書カード5千円・キレイキレイセット）

5.　努力賞：47作品
　　（賞状・キレイキレイ除菌ウェットシート）

◆団体賞
1.　団体奨励賞：2団体

ンプ&ポプーソドンハ泡用薬イレキイレキ・・副賞書籍てた念記・状賞（ 　　
つめかえ用800ml）

　　優秀な作品を多数応募した2団体を奨励の意味で表彰
2.　団体努力賞：3団体

）lm008用えかめつ＆プンポプーソドンハ泡用薬イレキイレキ・状賞（ 　　
　　団体奨励賞に次いで優秀な作品を多数応募した3団体を表彰

◆参加賞：応募者全員に贈呈
　小学生の部：クリニカkid'sハミガキ
　中学生の部：クリニカアドバンテージハミガキ
　全　　　員：キッザニア東京・甲子園ご優待券

8

賞と賞品

9
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最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

　
　
　

作文部門

選 評

10

「
い
の
ち
よ
り
も
水
が
ほ
し
い
」

西
宮
市
立
南
甲
子
園
小
学
校

　一
年

大

　恵

　朱

　実

お
お

え

あ
け

み

　
い
え
の
ち
か
く
の
こ
う
え
ん
に
、「
ぎ
み
ん
ひ
」と
か
か
れ

た
大
き
な
い
し
が
た
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、む
か
し
こ

こ
で
お
き
た
こ
と
が
、か
か
れ
て
い
ま
す
。わ
た
し
の
す
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
、む
か
し
〝
な
る
お
む
ら
〞
と
よ
ば
れ
て

い
ま
し
た
。む
か
し
む
か
し
な
る
お
む
ら
の
あ
た
り
は
、あ

め
が
ふ
ら
ず
イ
ネ
が
そ
だ
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
と
な

り
む
ら
に
水
を
わ
け
て
ほ
し
い
と
た
の
み
ま
し
た
が
、こ
と

わ
ら
れ
ま
し
た
。こ
ま
っ
た
な
る
お
む
ら
の
人
は
、と
な
り

む
ら
の
川
の
水
を
ぬ
す
み
ま
し
た
。そ
れ
に
き
づ
い
た
と
な

り
む
ら
の
人
は
お
こ
っ
て
、け
ん
か
が
は
じ
ま
り
さ
い
ば
ん

に
な
り
ま
し
た
。な
る
お
む
ら
の
人
は
、「
い
の
ち
よ
り
も
水

が
ほ
し
い
」と
い
い
ま
し
た
。そ
し
て
二
十
五
人
が
し
け
い

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
あ
と
な
る
お
む
ら
は
水
に
こ

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
わ
た
し
は
、こ
わ
い
し
か
な
し
い
は
な
し
だ
と
お
も
い
ま

し
た
。ぬ
す
む
こ
と
は
い
け
な
い
け
ど
、水
が
な
く
て
こ
ま

る
人
を
み
る
と
し
か
た
が
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
お
も

い
ま
し
た
。ほ
か
の
人
の
た
め
に
じ
ぶ
ん
が
し
ん
で
も
水
が

ほ
し
い
と
い
う
の
は
、す
ご
い
こ
と
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

そ
の
ぐ
ら
い
水
が
た
い
せ
つ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
お
も
い

　
水
の
大
切
さ
を
こ
れ
ほ
ど
強
く
訴
え
た
作
文
に
は
、こ
れ

ま
で
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。鳴
尾
は
甲
子
園
球
場

の
近
く
で
す
が
、昔
、こ
ん
な
深
刻
な
水
争
い
の
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
、多
く
の
人
は
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。公

園
の
碑
か
ら
そ
の
事
実
を
知
り
、水
を
盗
ん
だ
罪
が
死
刑
に

な
る
ほ
ど
重
い
罪
だ
っ
た
こ
と
、罪
を
問
わ
れ
た
人
が「
い

の
ち
よ
り
も
水
が
ほ
し
い
」と
叫
ん
だ
と
い
う
悲
し
い
歴
史

か
ら
水
の
大
切
さ
を
説
く
文
章
力
も
み
ご
と
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

11 最優秀賞作品紹介

　お
と
も
だ
ち
に
も
、水
の
た
い
せ
つ
さ
を

つ
た
え
た
い
で
す
。そ
し
て
、い
ま
ま
で
よ
り

も
っ
と
水
を
大
じ
に
し
よ
う
と
お
も
い
ま

す
。

ま
す
。

　
い
ま
は
な
ん
日
も
あ
め
が
ふ
ら
な
く
て
も
じ
ゃ
口
か
ら

水
が
で
て
、ま
い
日
た
く
さ
ん
の
水
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
水
は
あ
っ
て
あ
た
り
ま
え
だ
と
お
も
っ
て
い
ま

し
た
。で
も
水
を
じ
ゆ
う
に
つ
か
え
る
こ
と
は
、と
て
も
し

あ
わ
せ
な
こ
と
で
す
。せ
か
い
に
は
、水
を
う
ば
い
あ
っ
て

あ
ら
そ
っ
て
い
る
く
に
が
あ
っ
た
り
、き
れ
い
で
は
な
い
水

で
せ
い
か
つ
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
し
り

ま
し
た
。に
ほ
ん
で
は
こ
と
し
の
七
が
つ
に
大
あ
め
が
ふ
り

ま
し
た
。じ
ゃ
口
か
ら
水
が
で
な
く
て
こ
ま
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
。あ
め
が

ふ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
の
ん
だ
り
つ
か
っ
た
り
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
し
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
き
め
ま
し
た
。水
を
よ
ご
さ
な
い
、む
だ
づ
か

い
し
な
い
で
た
い
せ
つ
に
つ
か
う
。こ
の
こ
と
を
ま
い
日
つ

づ
け
て
い
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。
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最
優

秀
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10

「
い
の
ち
よ
り
も
水
が
ほ
し
い
」

西
宮
市
立
南
甲
子
園
小
学
校

　一
年

大

　恵

　朱

　実

お
お

え

あ
け

み

　
い
え
の
ち
か
く
の
こ
う
え
ん
に
、「
ぎ
み
ん
ひ
」と
か
か
れ

た
大
き
な
い
し
が
た
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、む
か
し
こ

こ
で
お
き
た
こ
と
が
、か
か
れ
て
い
ま
す
。わ
た
し
の
す
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
、む
か
し
〝
な
る
お
む
ら
〞
と
よ
ば
れ
て

い
ま
し
た
。む
か
し
む
か
し
な
る
お
む
ら
の
あ
た
り
は
、あ

め
が
ふ
ら
ず
イ
ネ
が
そ
だ
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
と
な

り
む
ら
に
水
を
わ
け
て
ほ
し
い
と
た
の
み
ま
し
た
が
、こ
と

わ
ら
れ
ま
し
た
。こ
ま
っ
た
な
る
お
む
ら
の
人
は
、と
な
り

む
ら
の
川
の
水
を
ぬ
す
み
ま
し
た
。そ
れ
に
き
づ
い
た
と
な

り
む
ら
の
人
は
お
こ
っ
て
、け
ん
か
が
は
じ
ま
り
さ
い
ば
ん

に
な
り
ま
し
た
。な
る
お
む
ら
の
人
は
、「
い
の
ち
よ
り
も
水

が
ほ
し
い
」と
い
い
ま
し
た
。そ
し
て
二
十
五
人
が
し
け
い

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
あ
と
な
る
お
む
ら
は
水
に
こ

ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
わ
た
し
は
、こ
わ
い
し
か
な
し
い
は
な
し
だ
と
お
も
い
ま

し
た
。ぬ
す
む
こ
と
は
い
け
な
い
け
ど
、水
が
な
く
て
こ
ま

る
人
を
み
る
と
し
か
た
が
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
と
お
も

い
ま
し
た
。ほ
か
の
人
の
た
め
に
じ
ぶ
ん
が
し
ん
で
も
水
が

ほ
し
い
と
い
う
の
は
、す
ご
い
こ
と
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。

そ
の
ぐ
ら
い
水
が
た
い
せ
つ
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
お
も
い

　
水
の
大
切
さ
を
こ
れ
ほ
ど
強
く
訴
え
た
作
文
に
は
、こ
れ

ま
で
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。鳴
尾
は
甲
子
園
球
場

の
近
く
で
す
が
、昔
、こ
ん
な
深
刻
な
水
争
い
の
歴
史
が

あ
っ
た
こ
と
を
、多
く
の
人
は
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。公

園
の
碑
か
ら
そ
の
事
実
を
知
り
、水
を
盗
ん
だ
罪
が
死
刑
に

な
る
ほ
ど
重
い
罪
だ
っ
た
こ
と
、罪
を
問
わ
れ
た
人
が「
い

の
ち
よ
り
も
水
が
ほ
し
い
」と
叫
ん
だ
と
い
う
悲
し
い
歴
史

か
ら
水
の
大
切
さ
を
説
く
文
章
力
も
み
ご
と
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

11 最優秀賞作品紹介

　お
と
も
だ
ち
に
も
、水
の
た
い
せ
つ
さ
を

つ
た
え
た
い
で
す
。そ
し
て
、い
ま
ま
で
よ
り

も
っ
と
水
を
大
じ
に
し
よ
う
と
お
も
い
ま

す
。

ま
す
。

　
い
ま
は
な
ん
日
も
あ
め
が
ふ
ら
な
く
て
も
じ
ゃ
口
か
ら

水
が
で
て
、ま
い
日
た
く
さ
ん
の
水
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
は
水
は
あ
っ
て
あ
た
り
ま
え
だ
と
お
も
っ
て
い
ま

し
た
。で
も
水
を
じ
ゆ
う
に
つ
か
え
る
こ
と
は
、と
て
も
し

あ
わ
せ
な
こ
と
で
す
。せ
か
い
に
は
、水
を
う
ば
い
あ
っ
て

あ
ら
そ
っ
て
い
る
く
に
が
あ
っ
た
り
、き
れ
い
で
は
な
い
水

で
せ
い
か
つ
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
し
り

ま
し
た
。に
ほ
ん
で
は
こ
と
し
の
七
が
つ
に
大
あ
め
が
ふ
り

ま
し
た
。じ
ゃ
口
か
ら
水
が
で
な
く
て
こ
ま
っ
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
、テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
。あ
め
が

ふ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
の
ん
だ
り
つ
か
っ
た
り
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
し
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
き
め
ま
し
た
。水
を
よ
ご
さ
な
い
、む
だ
づ
か

い
し
な
い
で
た
い
せ
つ
に
つ
か
う
。こ
の
こ
と
を
ま
い
日
つ

づ
け
て
い
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。
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雨
水
タ
ン
ク
の
必
要
性

八
幡
市
立
男
山
東
中
学
校

　一
年

　「
ザ
ー
ザ
ー
。」と
、降
る
雨
。そ
ん
な
と
き
、雨
を
活
用
し

た
エ
コ
な
暮
ら
し
は
で
き
な
い
の
か
、と
思
う
。そ
ん
な
と

き
に
役
立
つ
の
が
雨
水
タ
ン
ク
。雨
水
タ
ン
ク
の
活
用
法
を

ふ
ま
え
て
、設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
雨
水
は
、通
常
雨
ど
い
を
伝
っ
て
排
水
さ
れ
る
。こ
の
排

水
さ
れ
る
雨
水
を
捨
て
ず
に
有
効
活
用
さ
せ
る
設
備
が
雨

水
タ
ン
ク
だ
。雨
水
タ
ン
ク
に
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
、庭
の

花
の
水
や
り
や
屋
外
で
の
掃
除
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、ト
イ

レ
に
あ
る
配
管
と
つ
な
い
で
ト
イ
レ
用
水
と
し
て
使
う
こ

と
も
で
き
る
。雨
水
を
貯
め
れ
ば
、た
く
さ
ん
の
活
用
法
が

見
え
て
く
る
。そ
の
雨
水
を
貯
め
る
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す

る
上
で
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、調
べ
て
み
た
。

　
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、大
き
く
分
け
て

３
つ
あ
る
。ま
ず
は
１
つ
目
。水
道
代
の
節
約
。一
般
家
庭
で

使
わ
れ
る
水
の
約
４
分
の
１
が
ト
イ
レ
の
排
水
で
あ
る
。古

い
タ
イ
プ
の
水
洗
ト
イ
レ
で
は
１
回
で
１
２
〜
２
０
Ｌ
、節

水
型
の
ト
イ
レ
で
も
４
〜
５
Ｌ
も
の
水
を
消
費
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。東
京
都
の
場
合
、年
間
降
水
量
は
約
１
４
０

０
ｍ
ｍ
。仮
に
屋
根
の
面
積
が
１
０
㎡
と
し
て
、容
量
２
０

０
Ｌ
の
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
場
合
、年
間
約
６
ト
ン

　
雨
水
タ
ン
ク
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
を
、具
体
的
な
デ
ー
タ
を

示
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
、災

害
時
の
非
常
用
の
水
確
保
、治
水
上
の
効
果
な
ど
が
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。よ
く
調
べ
て
論
理
的
な
構
成
の

小
論
文
と
し
て
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。家
庭
用
の
雨
水

タ
ン
ク
設
置
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
で
、タ
ン
ク
を
設
置
す

る
と
雨
が
待
ち
遠
し
く
な
る
と
い
う
指
摘
も
説
得
力
が
あ

り
ま
す
。受賞の知らせを聞いて

13 最優秀賞作品紹介

　自
分
の
書
い
た
作
品
が
、最
優
秀
賞
に

な
っ
た
と
聞
い
て
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
う
れ
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
。雨
の
日
だ
と
気
分
も
下
が
っ
て

し
ま
う
け
ど
雨
水
を
た
め
て
い
る
と
い
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た
く
て
こ
の
作
品
を
書
き
ま
し
た
。

（
６
０
０
０
Ｌ
）の
雨
水
が
使
用
で
き
る
。こ
れ
を
ト
イ
レ
の

水
と
し
て
使
用
す
れ
ば
３
０
０
回
〜
１
５
０
０
回
分
の
水

を
節
約
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。２
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
。

そ
れ
は
、災
害
時
の
生
活
用
水
と
し
て
使
え
る
の
だ
。地
震

な
ど
の
災
害
に
よ
り
断
水
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、緊
急
時
に

生
活
用
水
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。も
ち
ろ
ん
そ

の
ま
ま
飲
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、浄
水
器
を
用
意
し
て
、

浄
水
す
れ
ば
非
常
時
の
水
不
足
へ
の
備
え
と
な
る
の
だ
。２

０
１
１
年
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。こ
の

地
震
に
よ
っ
て
、断
水
し
た
が
雨
水
タ
ン
ク
に
貯
め
て
お
い

た
雨
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
、あ

る
と
い
う
。３
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

際
の
床
下
浸
水
の
予
防
効
果
を
期
待
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

近
年
多
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
。局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る

急
な
増
水
で
河
川
や
下
水
な
ど
か
ら
水
が
溢
れ
だ
し
、床
下

浸
水
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
洪
水

の
対
策
と
し
て
活
用
で
き
る
の
が
、雨
水
タ
ン
ク
。家
庭
に

設
置
さ
れ
た
雨
水
タ
ン
ク
が
小
さ
な
ダ
ム
の
役
割
を
果
た

し
、降
っ
た
雨
が
一
気
に
下
水
に
流
れ
込
ん
で
、水
が
溢
れ

る
の
を
防
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
。

み
ね

お

あ
ん

な

嶺

　尾

　晏

　那

　
こ
の
よ
う
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ
と
で
、水
道
水

の
代
わ
り
に
雨
水
を
利
用
し
、水
道
代
が
節
約
で
き
る
ほ
か

に
、自
然
災
害
で
生
活
用
水
と
し
て
使
え
る
こ
と
も
で
き

る
。そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
か
ら

「
雨
の
日
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
」な
ど
心
の
変
化
が
で
て

く
る
の
だ
。心
に
変
化
が
で
て
く
る
と
、体
の
態
度
も
変

わ
っ
て
く
る
は
ず
だ
。こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、温
暖
化
の
影

響
で
自
然
災
害
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
る
。だ
か
ら
、各
家

庭
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
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雨
水
タ
ン
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の
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要
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幡
市
立
男
山
東
中
学
校

　一
年

　「
ザ
ー
ザ
ー
。」と
、降
る
雨
。そ
ん
な
と
き
、雨
を
活
用
し

た
エ
コ
な
暮
ら
し
は
で
き
な
い
の
か
、と
思
う
。そ
ん
な
と

き
に
役
立
つ
の
が
雨
水
タ
ン
ク
。雨
水
タ
ン
ク
の
活
用
法
を

ふ
ま
え
て
、設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
雨
水
は
、通
常
雨
ど
い
を
伝
っ
て
排
水
さ
れ
る
。こ
の
排

水
さ
れ
る
雨
水
を
捨
て
ず
に
有
効
活
用
さ
せ
る
設
備
が
雨

水
タ
ン
ク
だ
。雨
水
タ
ン
ク
に
集
め
ら
れ
た
雨
水
は
、庭
の

花
の
水
や
り
や
屋
外
で
の
掃
除
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、ト
イ

レ
に
あ
る
配
管
と
つ
な
い
で
ト
イ
レ
用
水
と
し
て
使
う
こ

と
も
で
き
る
。雨
水
を
貯
め
れ
ば
、た
く
さ
ん
の
活
用
法
が

見
え
て
く
る
。そ
の
雨
水
を
貯
め
る
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す

る
上
で
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、調
べ
て
み
た
。

　
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、大
き
く
分
け
て

３
つ
あ
る
。ま
ず
は
１
つ
目
。水
道
代
の
節
約
。一
般
家
庭
で

使
わ
れ
る
水
の
約
４
分
の
１
が
ト
イ
レ
の
排
水
で
あ
る
。古

い
タ
イ
プ
の
水
洗
ト
イ
レ
で
は
１
回
で
１
２
〜
２
０
Ｌ
、節

水
型
の
ト
イ
レ
で
も
４
〜
５
Ｌ
も
の
水
を
消
費
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。東
京
都
の
場
合
、年
間
降
水
量
は
約
１
４
０

０
ｍ
ｍ
。仮
に
屋
根
の
面
積
が
１
０
㎡
と
し
て
、容
量
２
０

０
Ｌ
の
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
場
合
、年
間
約
６
ト
ン

　
雨
水
タ
ン
ク
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
を
、具
体
的
な
デ
ー
タ
を

示
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
す
。経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
、災

害
時
の
非
常
用
の
水
確
保
、治
水
上
の
効
果
な
ど
が
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。よ
く
調
べ
て
論
理
的
な
構
成
の

小
論
文
と
し
て
、高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。家
庭
用
の
雨
水

タ
ン
ク
設
置
率
は
ま
だ
ま
だ
低
い
の
で
、タ
ン
ク
を
設
置
す

る
と
雨
が
待
ち
遠
し
く
な
る
と
い
う
指
摘
も
説
得
力
が
あ

り
ま
す
。受賞の知らせを聞いて

13 最優秀賞作品紹介

　自
分
の
書
い
た
作
品
が
、最
優
秀
賞
に

な
っ
た
と
聞
い
て
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
う
れ
し
さ
も
あ

り
ま
し
た
。雨
の
日
だ
と
気
分
も
下
が
っ
て

し
ま
う
け
ど
雨
水
を
た
め
て
い
る
と
い
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
伝

え
た
く
て
こ
の
作
品
を
書
き
ま
し
た
。

（
６
０
０
０
Ｌ
）の
雨
水
が
使
用
で
き
る
。こ
れ
を
ト
イ
レ
の

水
と
し
て
使
用
す
れ
ば
３
０
０
回
〜
１
５
０
０
回
分
の
水

を
節
約
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。２
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
。

そ
れ
は
、災
害
時
の
生
活
用
水
と
し
て
使
え
る
の
だ
。地
震

な
ど
の
災
害
に
よ
り
断
水
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、緊
急
時
に

生
活
用
水
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。も
ち
ろ
ん
そ

の
ま
ま
飲
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、浄
水
器
を
用
意
し
て
、

浄
水
す
れ
ば
非
常
時
の
水
不
足
へ
の
備
え
と
な
る
の
だ
。２

０
１
１
年
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。こ
の

地
震
に
よ
っ
て
、断
水
し
た
が
雨
水
タ
ン
ク
に
貯
め
て
お
い

た
雨
水
を
生
活
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
、あ

る
と
い
う
。３
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
は
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の

際
の
床
下
浸
水
の
予
防
効
果
を
期
待
で
き
る
の
だ
と
い
う
。

近
年
多
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
。局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る

急
な
増
水
で
河
川
や
下
水
な
ど
か
ら
水
が
溢
れ
だ
し
、床
下

浸
水
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。こ
う
し
た
洪
水

の
対
策
と
し
て
活
用
で
き
る
の
が
、雨
水
タ
ン
ク
。家
庭
に

設
置
さ
れ
た
雨
水
タ
ン
ク
が
小
さ
な
ダ
ム
の
役
割
を
果
た

し
、降
っ
た
雨
が
一
気
に
下
水
に
流
れ
込
ん
で
、水
が
溢
れ

る
の
を
防
ぐ
役
割
を
し
て
い
る
。

み
ね

お

あ
ん

な

嶺

　尾

　晏

　那

　
こ
の
よ
う
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
こ
と
で
、水
道
水

の
代
わ
り
に
雨
水
を
利
用
し
、水
道
代
が
節
約
で
き
る
ほ
か

に
、自
然
災
害
で
生
活
用
水
と
し
て
使
え
る
こ
と
も
で
き

る
。そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
か
ら

「
雨
の
日
が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
」な
ど
心
の
変
化
が
で
て

く
る
の
だ
。心
に
変
化
が
で
て
く
る
と
、体
の
態
度
も
変

わ
っ
て
く
る
は
ず
だ
。こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、温
暖
化
の
影

響
で
自
然
災
害
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
る
。だ
か
ら
、各
家

庭
に
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

ポスター部門中学生の部

最
優

秀

賞

ポスター部門

選 評

14

雨
は
生
き
物
を
成
長
さ
せ
る

東
浦
町
立
片
葩
小
学
校

　六
年

よ
こ

ち

み
つ

な

横

　地

　満

　奈

天
つ
水
に
感
謝

淳
心
学
院
中
学
校

　一
年お

き

づ
か

た
つ

は
る

起

　塚

　龍

　玄

　
絵
の
中
で
は
、植
物
や
動
物
た
ち
が
、雨
の
お

蔭
で
生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。淡
彩
に
よ
る
軽
快
な
雰
囲
気
や
文
字
の
か
す

れ
も
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。中
心
に
描

か
れ
た
三
匹
の
カ
エ
ル
の
表
情
も
良
く
、全
体
的

に
明
る
く
楽
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

選 評

　
傘
を
逆
さ
に
し
て〝
天
つ
水（
雨
水
）〞を
集
め

る
こ
と
で
、水
や
生
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。雨
粒
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

描
く
と
と
も
に
、配
色
も
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い

た
組
み
合
わ
せ
で
、丁
寧
に
彩
色
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

15 最優秀賞作品紹介

受賞の知らせを聞いて
私
は
こ
の
作
品
に
対
し
て
人
が
た
べ
物
を
た

べ
て
元
気
に
な
る
よ
う
に
生
き
物
や
植
物
は

雨
が
ふ
る
と
元
気
に
な
る
と
い
う
も
の
を
え

が
き
ま
し
た
。こ
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
は

私
が
雨
の
よ
さ
を
つ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

　こ
の
度
、自
分
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
と
聞
き
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。　作

品
を
作
る
上
で
、天
か
ら
の
恵
み
で
あ

る
雨
水
が
飲
み
水
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
、

一
つ
の
画
面
に
表
す
事
が
一
番
苦
労
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

ポスター部門中学生の部

最
優

秀

賞

ポスター部門

選 評

14

雨
は
生
き
物
を
成
長
さ
せ
る

東
浦
町
立
片
葩
小
学
校

　六
年

よ
こ

ち

み
つ

な

横

　地

　満

　奈

天
つ
水
に
感
謝

淳
心
学
院
中
学
校

　一
年お

き

づ
か

た
つ

は
る

起

　塚

　龍

　玄

　
絵
の
中
で
は
、植
物
や
動
物
た
ち
が
、雨
の
お

蔭
で
生
き
生
き
と
楽
し
そ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。淡
彩
に
よ
る
軽
快
な
雰
囲
気
や
文
字
の
か
す

れ
も
新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。中
心
に
描

か
れ
た
三
匹
の
カ
エ
ル
の
表
情
も
良
く
、全
体
的

に
明
る
く
楽
し
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

選 評

　
傘
を
逆
さ
に
し
て〝
天
つ
水（
雨
水
）〞を
集
め

る
こ
と
で
、水
や
生
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。雨
粒
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

描
く
と
と
も
に
、配
色
も
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い

た
組
み
合
わ
せ
で
、丁
寧
に
彩
色
さ
れ
た
素
晴
ら

し
い
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

15 最優秀賞作品紹介

受賞の知らせを聞いて
私
は
こ
の
作
品
に
対
し
て
人
が
た
べ
物
を
た

べ
て
元
気
に
な
る
よ
う
に
生
き
物
や
植
物
は

雨
が
ふ
る
と
元
気
に
な
る
と
い
う
も
の
を
え

が
き
ま
し
た
。こ
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
は

私
が
雨
の
よ
さ
を
つ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

受賞の知らせを聞いて

　こ
の
度
、自
分
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
と
聞
き
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。　作

品
を
作
る
上
で
、天
か
ら
の
恵
み
で
あ

る
雨
水
が
飲
み
水
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
、

一
つ
の
画
面
に
表
す
事
が
一
番
苦
労
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

自由研究・自由表現部門

16

雨
を
作
っ
て
心
を
育
て
る
そ
う
置
の
実
験

秦
野
市
立
鶴
巻
小
学
校

　五
年

17 最優秀賞作品紹介

受賞の知らせを聞いて

　初
め
て
の
自
由
研
究
で
、考
え
る
の
も
、作
る
の
も
、書

く
の
も
時
間
が
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
大
変
で
し
た
。今
回

の
実
験
で
、何
を
や
る
か
考
え
て
、そ
れ
を
実
行
し
て
、ど

ん
ど
ん
改
良
す
る
楽
し
さ
に
気
づ
き
、そ
れ
が
受
賞
で
き

た
な
ん
て
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

選 評

い

と
う

ち

お
り

伊

　東

　千

　織

　
実
験
の
着
眼
点
、実
験
装
置
の
工
夫
、実
験
の
進

め
方
は
き
ち
ん
と
科
学
的
な
手
順
を
踏
ん
で
い
る

点
、す
べ
て
に
お
い
て
と
て
も
す
ぐ
れ
た
作
品
で

す
。と
く
に
、雨
の
で
き
る
様
子
を
見
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、雲
か
ら
地
上
の
よ
う

す
ま
で
を
模
型
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
は

ユ
ニ
ー
ク
で
、そ
の
発
想
と
実
際
の
模
型
の
出
来

栄
え
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

自由研究・自由表現部門

16

雨
を
作
っ
て
心
を
育
て
る
そ
う
置
の
実
験

秦
野
市
立
鶴
巻
小
学
校

　五
年

17 最優秀賞作品紹介

受賞の知らせを聞いて

　初
め
て
の
自
由
研
究
で
、考
え
る
の
も
、作
る
の
も
、書

く
の
も
時
間
が
い
っ
ぱ
い
か
か
っ
て
大
変
で
し
た
。今
回

の
実
験
で
、何
を
や
る
か
考
え
て
、そ
れ
を
実
行
し
て
、ど

ん
ど
ん
改
良
す
る
楽
し
さ
に
気
づ
き
、そ
れ
が
受
賞
で
き

た
な
ん
て
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

選 評

い

と
う

ち

お
り

伊

　東

　千

　織

　
実
験
の
着
眼
点
、実
験
装
置
の
工
夫
、実
験
の
進

め
方
は
き
ち
ん
と
科
学
的
な
手
順
を
踏
ん
で
い
る

点
、す
べ
て
に
お
い
て
と
て
も
す
ぐ
れ
た
作
品
で

す
。と
く
に
、雨
の
で
き
る
様
子
を
見
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、雲
か
ら
地
上
の
よ
う

す
ま
で
を
模
型
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
の
は

ユ
ニ
ー
ク
で
、そ
の
発
想
と
実
際
の
模
型
の
出
来

栄
え
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。



最優秀賞作品紹介

小学生の部 自由研究・自由表現部門

1819 最優秀賞作品紹介



最優秀賞作品紹介

小学生の部 自由研究・自由表現部門

1819 最優秀賞作品紹介



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

自由研究・自由表現部門

20

酸
性
雨
の
研
究

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校

　一
年

21 最優秀賞作品紹介

選 評

　
酸
性
雨
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
興
味
を
実
験
で
明

ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
研
究
。酸
性
雨
の
降
り
方
、時
間

経
過
に
と
も
な
っ
て
中
性
化
す
る
こ
と
、植
物
や
鉱
物
で

中
和
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
実
験
、玄
武
岩
を
使
っ
て
中
和

す
る
装
置
の
実
験
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
調
査
や
実
験
は
科
学
的
な
手
順
で
行

わ
れ
て
お
り
、論
文
と
し
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

　今
、世
界
中
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
〝
酸
性
雨
〞

を
、身
近
な
も
の
で
中
性
に
し
よ
う
と
し
、い
ろ
い
ろ
と
試

し
た
と
こ
ろ
、石
で
中
性
に
で
き
ま
し
た
。酸
性
雨
か
ら
地

球
を
守
る
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、わ
ず
か
に
酸

性
雨
を
中
性
に
で
き
、良
か
っ
た
で
す
。

　こ
の
研
究
が
受
賞
し
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。酸
性

雨
の
問
題
が
少
し
で
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ま
つ

う
ら

れ
い

な

松

　浦

　礼

　奈

中学生の部 自由研究・自由表現部門



最優秀賞作品紹介

小学生の部

最
優

秀

賞

自由研究・自由表現部門

20

酸
性
雨
の
研
究

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校

　一
年

21 最優秀賞作品紹介

選 評

　
酸
性
雨
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
興
味
を
実
験
で
明

ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
研
究
。酸
性
雨
の
降
り
方
、時
間

経
過
に
と
も
な
っ
て
中
性
化
す
る
こ
と
、植
物
や
鉱
物
で

中
和
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
実
験
、玄
武
岩
を
使
っ
て
中
和

す
る
装
置
の
実
験
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
調
査
や
実
験
は
科
学
的
な
手
順
で
行

わ
れ
て
お
り
、論
文
と
し
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

受賞の知らせを聞いて

　今
、世
界
中
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
〝
酸
性
雨
〞

を
、身
近
な
も
の
で
中
性
に
し
よ
う
と
し
、い
ろ
い
ろ
と
試

し
た
と
こ
ろ
、石
で
中
性
に
で
き
ま
し
た
。酸
性
雨
か
ら
地

球
を
守
る
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、わ
ず
か
に
酸

性
雨
を
中
性
に
で
き
、良
か
っ
た
で
す
。

　こ
の
研
究
が
受
賞
し
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。酸
性

雨
の
問
題
が
少
し
で
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ま
つ

う
ら

れ
い

な

松

　浦

　礼

　奈

中学生の部 自由研究・自由表現部門



最優秀賞作品紹介

中学生の部 自由研究・自由表現部門

2223 最優秀賞作品紹介



最優秀賞作品紹介

中学生の部 自由研究・自由表現部門

2223 最優秀賞作品紹介



最優秀賞作品紹介

中学生の部 自由研究・自由表現部門

2425 最優秀賞作品紹介

小学生の部 標語部門

最
優

秀

賞

板
橋
区
立
北
野
小
学
校

　二
年

選 評
　
雨
は
川
に
集
ま
り
、海
に
流
れ
て
ま
た
雨
に
な
り

ま
す
。そ
う
い
う
水
の
循
環
を
と
て
も
う
ま
く
表
現

し
て
い
ま
す
。地
球
は
水
の
惑
星
で
す
が
、地
球
上
の

水
は
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
だ
け
で
、量
が
ふ
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、９
７
．５
％
は
海
水
で

す
。飲
み
水
に
で
き
る
量
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。そ

ん
な
こ
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

　最
優
秀
賞
と
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た

が
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。雨・川・海

で
つ
な
が
っ
て
い
る
地
球
の
水
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
こ
の
標
語

を
考
え
ま
し
た
。雨
を
活
用
し
て
地
球
の
水

を
守
り
た
い
で
す
。

雨
・
川
・
海

　ひ
と
つ
な
が
り
の

水
の
惑
星
（
ほ
し
）

と
み

た

さ

え

富

　田

　紗

　英



最優秀賞作品紹介

中学生の部 自由研究・自由表現部門

2425 最優秀賞作品紹介

小学生の部 標語部門

最
優

秀

賞

板
橋
区
立
北
野
小
学
校

　二
年

選 評
　
雨
は
川
に
集
ま
り
、海
に
流
れ
て
ま
た
雨
に
な
り

ま
す
。そ
う
い
う
水
の
循
環
を
と
て
も
う
ま
く
表
現

し
て
い
ま
す
。地
球
は
水
の
惑
星
で
す
が
、地
球
上
の

水
は
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
だ
け
で
、量
が
ふ
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、９
７
．５
％
は
海
水
で

す
。飲
み
水
に
で
き
る
量
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。そ

ん
な
こ
と
も
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

　最
優
秀
賞
と
聞
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た

が
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。雨・川・海

で
つ
な
が
っ
て
い
る
地
球
の
水
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
こ
の
標
語

を
考
え
ま
し
た
。雨
を
活
用
し
て
地
球
の
水

を
守
り
た
い
で
す
。

雨
・
川
・
海

　ひ
と
つ
な
が
り
の

水
の
惑
星
（
ほ
し
）

と
み

た

さ

え

富

　田

　紗

　英



最
優

秀

賞

中学生の部 標語部門

最優秀賞作品紹介 26

選 評

　
壮
大
な
宇
宙
の
循
環
、生
命
の
循
環
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
て
お
い
て
、生
命
の
根
源
で
あ
る
水
の
循

環
、そ
の
大
元
の
雨
水
に
焦
点
を
当
て
る
、た
い
へ

ん
上
手
い
構
成
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
標
語

か
ら
、雨
水
の
重
要
性
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

　こ
の
作
品
は「
循
環
」を「
ま
わ
っ
て
い
る
」

こ
と
だ
と
考
え
た
と
き
、水
も
自
然
環
境
の

中
で
ま
わ
っ
て
い
る
し
、地
球
も
私
た
ち
も

ま
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
つ
く
り
ま
し

た
。こ
の
作
品
を
見
た
人
が
水
や
地
球
に
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

27

つ
く
ば
市
立
手
代
木
中
学
校

　一
年

循
環（
ま
わ
）っ
て
る

　

生
命（
い
の
ち
）と
地
球
と

　雨
水
と

わ
た

な
べ

こ
と

は

渡

　邉

　琴

　葉



最
優

秀

賞

中学生の部 標語部門

最優秀賞作品紹介 26

選 評

　
壮
大
な
宇
宙
の
循
環
、生
命
の
循
環
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
て
お
い
て
、生
命
の
根
源
で
あ
る
水
の
循

環
、そ
の
大
元
の
雨
水
に
焦
点
を
当
て
る
、た
い
へ

ん
上
手
い
構
成
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
標
語

か
ら
、雨
水
の
重
要
性
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

受賞の知らせを聞いて

　こ
の
作
品
は「
循
環
」を「
ま
わ
っ
て
い
る
」

こ
と
だ
と
考
え
た
と
き
、水
も
自
然
環
境
の

中
で
ま
わ
っ
て
い
る
し
、地
球
も
私
た
ち
も

ま
わ
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
つ
く
り
ま
し

た
。こ
の
作
品
を
見
た
人
が
水
や
地
球
に
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

27

つ
く
ば
市
立
手
代
木
中
学
校

　一
年

循
環（
ま
わ
）っ
て
る

　

生
命（
い
の
ち
）と
地
球
と

　雨
水
と

わ
た

な
べ

こ
と

は

渡

　邉

　琴

　葉



優秀賞作品紹介 2829 優秀賞作品紹介

優秀賞
わ
が
家
の
雨
水
活
用
大
作
戦

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
小
学
校

　五
年

小学生の部 作文部門

受賞の知らせを聞いて

　入
賞
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。「
雨
水

タ
ン
ク
」は
今
で
は
わ
が
家
の
人
気
モ

ノ
で
す
。雨
が
楽
し
み
に
な
り
、雨
水
た

ま
る
と
う
き
う
き
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
雨
水
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

お
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
香
川
県
は
、度
々
、水
不
足
に
な
や
ま

さ
れ
ま
す
。私
達
が
生
活
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
水
を
も
っ

と
深
く
考
え
る
た
め
、夏
休
み
に
家
族
で
節
水
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　「
ふ
だ
ん
ど
お
り
一
週
間
」と「
節
水
を
意
識
し
た
一
週

間
」で
水
の
使
用
量
を
チ
ェ
ッ
ク
。節
水
を
意
識
し
た
週
に

は
、水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
、お
ふ
ろ
の
残
り
湯
を

洗
た
く
に
使
う
、な
ど
を
心
が
け
、ふ
だ
ん
に
比
べ
て
４
０

０
Ｌ
の
節
水
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

私
が
お
ど
ろ
い
た
の
は
、ふ
だ
ん
は
家
族
４
人
で
一
週
間
に

６
３
０
０
Ｌ
も
の
大
量
の
水
を
使
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。こ

れ
を
機
に
、ム
ダ
使
い
し
が
ち
な
水
の
使
い
方
を
改
め
、効

果
的
な
方
法
は
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
と
行
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
の
水
は
茶
色
で
、張
り
紙
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　「
ト
イ
レ
の
水
は
雨
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
」

な
る
ほ
ど
！
水
は
元
を
た
ど
れ
ば
、空
か
ら
降
っ
て
き
た
雨

で
す
。こ
の
雨
水
を
節
水
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
？
家
族
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、雨
水
を
効
率
よ
く
た
め
て
有
効
に
使
う

「
雨
水
タ
ン
ク
」の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。家
族
で
相
談
し
、

２
０
０
Ｌ
の
タ
ン
ク
を
買
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
雨
水
タ
ン
ク
が
や
っ
て
く
る
日
、私
が
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
待
っ
て
い
る
と
、ト
ラ
ッ
ク
に
の
っ
た
白
い
大
き
な
タ
ン

ク
が
、ピ
カ
ピ
カ
光
り
な
が
ら
届
き
ま
し
た
。工
事
の
お
じ

さ
ん
が
、手
ぎ
わ
よ
く
庭
に
設
置
し
て
く
れ
ま
す
。

不
足
は
防
げ
ま
す
。私
は
、声
を
大
に
し
て
さ
け
ぼ
う
と
思

い
ま
す
。

　「
み
ん
な
！
せ
っ
か
く
の
雨
水
を
使
わ
な
き
ゃ
も
っ
た
い

な
い
よ
！
」

　「
雨
ど
い
に
取
り
つ
け
て
タ
ン
ク
に
水
が
た
ま
る
仕
組
み

だ
よ
。水
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

ホ
ー
ス
で
も
ど
す
ん
だ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。今
ま
で「
雨
は
イ
ヤ
だ
な
ぁ
」と

思
っ
て
い
た
の
が
、雨
が
降
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。タ
ン
ク
が
満
た
ん
に
な
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。ゴ

ミ
が
つ
ま
っ
て
な
い
か
、タ
ン
ク
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
そ
う
除
す
る
の
は
、私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
、タ
ン
ク
に
た
ま
っ
た
雨
水
は
、庭
の
木
や
花

の
水
や
り
に
使
っ
た
り
、野
菜
の
ど
ろ
や
汚
れ
を
落
し
た

り
、車
を
洗
う
の
に
使
っ
て
い
ま
す
。私
は
、ハ
ム
ス
タ
ー
の

小
屋
の
そ
う
除
に
も
使
い
ま
す
。暑
い
日
は
、朝
と
晩
に
打

ち
水
す
る
の
に
も
使
う
し
、雨
水
で
窓
ふ
き
す
る
と
水
ア
カ

が
つ
か
な
い
こ
と
も
発
見
し
ま
し
た
。他
に
も
、災
害
時
な

ど
に
は
、命
を
つ
な
ぐ
水
ガ
メ
の
役
わ
り
も
は
た
す
そ
う
で

す
。雨
水
タ
ン
ク
を
買
う
の
に
、市
か
ら
ほ
助
金
が
も
ら
え

る
し
、節
水
に
な
り
水
道
料
金
も
節
約
で
き
る
と
お
母
さ
ん

が
大
喜
び
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
に
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
、地
球
に
も
お
財
布
に
も

や
さ
し
い
雨
水
利
用
。雨
水
と
い
う
自
然
の
め
ぐ
み
を
ム
ダ

に
せ
ず
、一
人
一
人
が
雨
水
の
大
切
さ
を
意
識
す
れ
ば
、水

ま
つ

お
か

松

　岡

　ま
と
い
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優秀賞
わ
が
家
の
雨
水
活
用
大
作
戦

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
小
学
校

　五
年

小学生の部 作文部門

受賞の知らせを聞いて

　入
賞
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。「
雨
水

タ
ン
ク
」は
今
で
は
わ
が
家
の
人
気
モ

ノ
で
す
。雨
が
楽
し
み
に
な
り
、雨
水
た

ま
る
と
う
き
う
き
し
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
雨
水
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

お
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
香
川
県
は
、度
々
、水
不
足
に
な
や
ま

さ
れ
ま
す
。私
達
が
生
活
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
水
を
も
っ

と
深
く
考
え
る
た
め
、夏
休
み
に
家
族
で
節
水
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

　「
ふ
だ
ん
ど
お
り
一
週
間
」と「
節
水
を
意
識
し
た
一
週

間
」で
水
の
使
用
量
を
チ
ェ
ッ
ク
。節
水
を
意
識
し
た
週
に

は
、水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
、お
ふ
ろ
の
残
り
湯
を

洗
た
く
に
使
う
、な
ど
を
心
が
け
、ふ
だ
ん
に
比
べ
て
４
０

０
Ｌ
の
節
水
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

私
が
お
ど
ろ
い
た
の
は
、ふ
だ
ん
は
家
族
４
人
で
一
週
間
に

６
３
０
０
Ｌ
も
の
大
量
の
水
を
使
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。こ

れ
を
機
に
、ム
ダ
使
い
し
が
ち
な
水
の
使
い
方
を
改
め
、効

果
的
な
方
法
は
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

　
お
母
さ
ん
と
行
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
の
水
は
茶
色
で
、張
り
紙
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　「
ト
イ
レ
の
水
は
雨
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
」

な
る
ほ
ど
！
水
は
元
を
た
ど
れ
ば
、空
か
ら
降
っ
て
き
た
雨

で
す
。こ
の
雨
水
を
節
水
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
？
家
族
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、雨
水
を
効
率
よ
く
た
め
て
有
効
に
使
う

「
雨
水
タ
ン
ク
」の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。家
族
で
相
談
し
、

２
０
０
Ｌ
の
タ
ン
ク
を
買
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
雨
水
タ
ン
ク
が
や
っ
て
く
る
日
、私
が
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
待
っ
て
い
る
と
、ト
ラ
ッ
ク
に
の
っ
た
白
い
大
き
な
タ
ン

ク
が
、ピ
カ
ピ
カ
光
り
な
が
ら
届
き
ま
し
た
。工
事
の
お
じ

さ
ん
が
、手
ぎ
わ
よ
く
庭
に
設
置
し
て
く
れ
ま
す
。

不
足
は
防
げ
ま
す
。私
は
、声
を
大
に
し
て
さ
け
ぼ
う
と
思

い
ま
す
。

　「
み
ん
な
！
せ
っ
か
く
の
雨
水
を
使
わ
な
き
ゃ
も
っ
た
い

な
い
よ
！
」

　「
雨
ど
い
に
取
り
つ
け
て
タ
ン
ク
に
水
が
た
ま
る
仕
組
み

だ
よ
。水
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

ホ
ー
ス
で
も
ど
す
ん
だ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。今
ま
で「
雨
は
イ
ヤ
だ
な
ぁ
」と

思
っ
て
い
た
の
が
、雨
が
降
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。タ
ン
ク
が
満
た
ん
に
な
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。ゴ

ミ
が
つ
ま
っ
て
な
い
か
、タ
ン
ク
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
そ
う
除
す
る
の
は
、私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
、タ
ン
ク
に
た
ま
っ
た
雨
水
は
、庭
の
木
や
花

の
水
や
り
に
使
っ
た
り
、野
菜
の
ど
ろ
や
汚
れ
を
落
し
た

り
、車
を
洗
う
の
に
使
っ
て
い
ま
す
。私
は
、ハ
ム
ス
タ
ー
の

小
屋
の
そ
う
除
に
も
使
い
ま
す
。暑
い
日
は
、朝
と
晩
に
打

ち
水
す
る
の
に
も
使
う
し
、雨
水
で
窓
ふ
き
す
る
と
水
ア
カ

が
つ
か
な
い
こ
と
も
発
見
し
ま
し
た
。他
に
も
、災
害
時
な

ど
に
は
、命
を
つ
な
ぐ
水
ガ
メ
の
役
わ
り
も
は
た
す
そ
う
で

す
。雨
水
タ
ン
ク
を
買
う
の
に
、市
か
ら
ほ
助
金
が
も
ら
え

る
し
、節
水
に
な
り
水
道
料
金
も
節
約
で
き
る
と
お
母
さ
ん

が
大
喜
び
し
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
に
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
、地
球
に
も
お
財
布
に
も

や
さ
し
い
雨
水
利
用
。雨
水
と
い
う
自
然
の
め
ぐ
み
を
ム
ダ

に
せ
ず
、一
人
一
人
が
雨
水
の
大
切
さ
を
意
識
す
れ
ば
、水

ま
つ

お
か

松

　岡

　ま
と
い
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優秀賞
天
水

愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
中
学
校

　一
年

中学生の部 作文部門

受賞の知らせを聞いて

　こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
る
な
ん

て
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
す
ご
く

う
れ
し
い
で
す
。

　今
回
あ
ら
た
め
て
雨
に
つ
い
て
考
え

る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
意
味
の
あ
る

も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、日
々

の
生
活
で
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
雨
。川
や
海
は
雲
と
な
り
、や
が
て
雨
と
な
る
。雨
は
そ
れ

を
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
る
。雨
が
な
く
て
は
川
や
海

の
水
は
無
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、人
々
や
動
植

物
が
生
き
る
の
も
今
よ
り
ず
っ
と
過
酷
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

雨
が
あ
る
こ
と
で
水
は
様
々
な
と
こ
ろ
に
行
き
渡
る
。だ
か

ら
、水
も
雨
も
、私
た
ち
の
命
綱
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。私
た
ち
の
命
綱
は
、ダ
ム
や
川
か
ら
浄
水
場
を
経
て
家

や
工
場
な
ど
に
届
け
ら
れ
る
。そ
れ
が
、私
達
に
と
っ
て
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。で
は
、そ
の
命
綱
が
、私
達
の
元
に

届
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、東
日
本
大
震
災
。私
は
宮
城

県
紫
田
町
に
い
た
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
幼
稚
園
を
休
ん
で

い
た
日
だ
っ
た
。幼
か
っ
た
私
は
揺
れ
て
い
た
時
の
こ
と
を

あ
ま
り
覚
え
て
は
い
な
い
。だ
が
、唯
一
覚
え
て
い
る
の
が
、

水
が
十
日
間
く
ら
い
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。水

が
止
ま
り
、自
衛
隊
の
人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る
給
水
所
に

徒
歩
で
水
を
も
ら
い
に
行
っ
た
り
し
た
。ト
イ
レ
の
水
は
、

お
風
呂
に
残
っ
て
い
た
水
を
使
っ
た
。一
回
流
す
の
に
大
量

の
水
を
使
う
の
で
、す
ぐ
に
足
り
な
く
な
っ
て
、家
族
全
員

で
川
に
水
を
く
み
に
行
っ
た
。く
ん
だ
水
を
運
ぶ
の
は
と
て

も
大
変
だ
っ
た
ら
し
い
。お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
は
と
て
も

苦
労
し
た
と
思
う
。そ
れ
な
の
に
私
は
そ
の
大
変
だ
っ
た
こ

と
を
ぼ
ん
や
り
と
し
か
覚
え
て
い
な
い
の
が
本
当
に
申
し

訳
な
か
っ
た
。だ
が
、給
水
所
の
長
蛇
の
列
に
家
族
で
並
ん

だ
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。普
段
な
ら
長
蛇
の
列
に
並

ぶ
の
は
誰
で
も
苦
痛
で
あ
ろ
う
。そ
れ
で
も
こ
の
時
、恐
ら

を
感
じ
な
が
ら
大
事
に
使
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

く
そ
こ
に
並
ん
で
い
る
人
は
誰
一
人
嫌
な
顔
を
せ
ず
並
ん

で
い
た
。な
ぜ
な
ら
、こ
こ
に
い
た
み
ん
な
が
命
綱
を
も
ら

い
に
来
た
か
ら
で
あ
る
。

　
い
つ
も
な
ら
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
く

な
っ
た
。水
は
人
間
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
物
な
ん

だ
。〝
水
っ
て
大
切
な
ん
だ
〞
大
げ
さ
だ
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
誰
も
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、大

切
と
い
う
言
葉
で
は
足
り
な
い
く
ら
い
、水
は
私
達
の
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
だ
。

　
地
震
は
、い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
水
道
が
止
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。そ
こ
で
私
は

雨
水
タ
ン
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
設
置
す
る
の
は
ど
う

か
と
考
え
た
。雨
水
タ
ン
ク
は
、非
常
時
の
生
活
用
水
に
使

う
こ
と
も
で
き
る
し
、大
雨
が
降
っ
た
時
一
度
に
水
が
放
出

さ
れ
る
の
を
多
少
な
り
と
も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。自

然
の
恵
み
を
貯
め
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。以
前
住
ん

で
い
た
地
域
に
は「
天
水
桶
」と
い
う
物
が
公
民
館
に
設
置

さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
。「
天
水
桶
」と
は
江
戸
時
代
か
ら
防

火
用
水
と
し
て
雨
水
を
貯
め
て
い
た
物
で
、ま
さ
に
現
在
の

雨
水
タ
ン
ク
で
あ
る
。「
雨
水
」を「
天
水
」と
呼
ん
で
い
た
意

味
に
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。天
か
ら
の「
水
」の
あ
り
が
た
さ

ゆ

あ
さ

は
る

か

湯

　浅

　晴

　日
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優秀賞
す
ご
い
ぞ
！
雨
活
小
学
校

大
阪
市
立
玉
造
小
学
校

　二
年

小学生の部 ポスター部門

受賞の知らせを聞いて

　今
年
の
夏
に
た
く
さ
ん
雨
が
ふ
っ
た

の
と
、ぼ
く
の
小
学
校
の
お
く
上
に
プ
ー

ル
が
あ
っ
て
、そ
の
水
が
つ
か
え
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
、雨
活
小
学
校
を
考
え
ま

し
た
。が
ん
ば
っ
て
か
い
た
の
で
、賞
を

も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

優秀賞
雨
の
贈
り
も
の

松
浦
市
立
志
佐
中
学
校

　三
年

中学生の部 ポスター部門

受賞の知らせを聞いて

　受
賞
を
聞
い
て
、と
て
も
驚
き
ま
し

た
。賞
を
頂
け
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　こ
の
作
品
は
、雨
か
ら
生
ま
れ
る
瞬
間

を
表
現
す
る
た
め
に
、日
本
の
歴
史
画
な

ど
を
参
考
に
雨
を
再
利
用
し
て
造
る
こ

と
の
で
き
る
物
を
中
央
に
描
き
ま
し
た
。

お
お

た
に

ひ
で

き

大

　谷

　英

　輝

く

じ
ゅ
う

ゆ
か
り

九

　重

　紫
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優秀賞
水
を
大
切
に
す
る
た
め
の
け
ん
き
ゅ
う

安
城
市
立
錦
町
小
学
校

　二
年

小学生の部 自由研究・自由表現部門

受賞の知らせを聞いて

　日
本
で
水
ぶ
そ
く
が
お
こ
り
そ
う
と
聞
い

た
の
で
ど
う
し
た
ら
、水
道
水
を
な
る
べ
く
つ

か
わ
ず
に
す
む
か
を
考
え
な
が
ら
け
ん
き
ゅ

う
を
し
ま
し
た
。し
ょ
う
が
も
ら
え
て
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

み
や

じ

め

い

た

宮

　治

　芽
生
太



優秀賞作品紹介 3435 優秀賞作品紹介

優秀賞
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優秀賞
雨
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。

御
嵩
町
立
上
之
郷
中
学
校

　三
年

中学生の部 自由研究・自由表現部門

受賞の知らせを聞いて

　身
近
な
雨
だ
か
ら
こ
そ
、雨
の
し
く
み
や

あ
り
が
た
さ
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

作
品
を
作
り
ま
し
た
。夏
休
み
の
成
果
が
表

れ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

ひ
ら

い

平

　井

　も

　も
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中学生の部 自由研究・自由表現部門

優秀賞作品紹介 3839 優秀賞作品紹介

グラフを削除しています。

（注）平井さんの作品は資料等一部カットして掲載させていただきました。
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Journey of rain
淳
心
学
院
中
学
校

　二
年

か
な

し
げ

も
ん

じ
ゅ

金

　重

　文

　殊

選 評

　
特
別
賞
は
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初
設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
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最
終
審
査
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に
お
い
て
特
別
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設
け
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し
た
。

　
こ
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特
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ど
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い
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も
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な
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し
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都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

小学校

都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

（149校）

北 海 道
北 海 道
青 森 県
青 森 県
青 森 県
青 森 県
宮 城 県
秋 田 県
福 島 県
福 島 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都

標 津 町 立 川 北 小 学 校
伊 達 市 立 星 の 丘 小 学 校
青 森 市 立 浦 町 小 学 校
青 森 市 立 奥 内 小 学 校
青 森 市 立 甲 田 小 学 校
南 部 町 立 向 小 学 校
仙 台 市 立 台 原 小 学 校
潟 上 市 立 飯 田 川 小 学 校
猪 苗 代 町 立 緑 小 学 校
三 春 町 立 御 木 沢 小 学 校
牛 久 市 立 中 根 小 学 校
江 戸 川 学 園 取 手 小 学 校
笠 間 市 立 友 部 第 二 小 学 校
神 栖 市 立 植 松 小 学 校
小 美 玉 市 立 野 田 小 学 校
宇都宮大学教育学部附属小学校
桐 生 市 立 神 明 小 学 校
春 日 部 市 立 武 里 小 学 校
久 喜 市 立 三 箇 小 学 校
越 谷 市 立 大 袋 東 小 学 校
所 沢 市 立 上 新 井 小 学 校
蓮 田 市 立 平 野 小 学 校
飯 能 市 立 美 杉 台 小 学 校
富 士 見 市 立 勝 瀬 小 学 校
我 孫 子 市 立 並 木 小 学 校
市 原 市 立 市 原 小 学 校
昭 和 学 院 小 学 校
流 山 市 立 江 戸 川 台 小 学 校
船 橋 市 立 若 松 小 学 校
荒 川 区 立 赤 土 小 学 校
板 橋 区 立 北 野 小 学 校
板 橋 区 立 成 増 小 学 校
江戸川区立第七葛西小学校
葛 飾 区 立 飯 塚 小 学 校
北 区 立 西 ヶ 原 小 学 校
啓 明 学 園 初 等 学 校
江東区立有明西学園小学校
江 東 区 立 豊 洲 小 学 校
小 金 井 市 立 南 小 学 校
狛 江 市 立 狛 江 第 一 小 学 校

東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
新 潟 県
石 川 県
山 梨 県
山 梨 県
山 梨 県
山 梨 県
長 野 県
長 野 県
岐 阜 県
岐 阜 県
岐 阜 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県

杉 並 区 立 杉 並 第 十 小 学 校
墨 田 区 立 柳 島 小 学 校
中 野 区 立 南 台 小 学 校
練 馬 区 立 光 和 小 学 校
練 馬 区 立 高 松 小 学 校
八 王 子 市 立 小 宮 小 学 校
府 中 市 立 府 中 第 七 小 学 校
神 奈 川 県 立 平 塚 ろう 学 校
鎌 倉 市 立 大 船 小 学 校
関 東 学 院 六 浦 小 学 校
相 模 原 市 立 谷 口 台 小 学 校
相 模 原 市 立 横 山 小 学 校
自 修 館 中 等 教 育 学 校
秦 野 市 立 鶴 巻 小 学 校
平 塚 市 立 大 野 小 学 校
平 塚 市 立 金 田 小 学 校
平 塚 市 立 相 模 小 学 校
横 浜 市 立 鳥 が 丘 小 学 校
横 浜 市 立 品 濃 小 学 校
新 潟 市 立 岩 室 小 学 校
北 陸 学 院 小 学 校
都 留 市 立 禾 生 第 一 小 学 校
山 梨 市 立 日 下 部 小 学 校
山 梨 市 立 日 川 小 学 校
山 梨 市 立 八 幡 小 学 校
軽井沢町立軽井沢中部小学校
松 本 市 立 筑 摩 小 学 校
下 呂 市 立 馬 瀬 小 学 校
下 呂 市 立 尾 崎 小 学 校
多 治 見 市 立 小 泉 小 学 校
菊 川 市 立 小 笠 東 小 学 校
御 殿 場 市 立 御 殿 場 小 学 校
静 岡 市 立 伝 馬 町 小 学 校
浜 松 市 立 伊 目 小 学 校
安 城 市 立 丈 山 小 学 校
安 城 市 立 錦 町 小 学 校
一 宮 市 立 宮 西 小 学 校
岡 崎 市 立 城 南 小 学 校
春 日 井 市 立 小 野 小 学 校
江 南 市 立 藤 里 小 学 校

愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
三 重 県
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
鳥 取 県
岡 山 県
広 島 県
広 島 県

小 牧 市 立 小 牧 小 学 校
名 古 屋 市 立 橘 小 学 校
名 古 屋 市 立 穂 波 小 学 校
名 古 屋 市 立 呼 続 小 学 校
日 進 市 立 香 久 山 小 学 校
東 浦 町 立 片 葩 小 学 校
三重大学教育学部附属小学校
木 津 川 市 立 相 楽 小 学 校
京 都 市 立 山 ノ 内 小 学 校
京 都 市 立 南 大 内 小 学 校
城 陽 市 立 深 谷 小 学 校
長岡京市立長岡第十小学校
舞 鶴 市 立 由 良 川 小 学 校
立 命 館 小 学 校
大 阪 市 立 玉 造 小 学 校
大 阪 市 立 中 大 江 小 学 校
大 阪 市 立 長 吉 出 戸 小 学 校
堺 市 立 鳳 南 小 学 校
堺 市 立 東 三 国 丘 小 学 校
堺 市 立 南 八 下 小 学 校
吹 田 市 立 青 山 台 小 学 校
吹 田 市 立 東 山 田 小 学 校
豊 中 市 立 寺 内 小 学 校
豊 中 市 立 豊 島 小 学 校
八 尾 市 立 山 本 小 学 校
明 石 市 立 大 久 保 小 学 校
尼 崎 市 立 下 坂 部 小 学 校
加 古 川 市 立 陵 北 小 学 校
川 西 市 立 川 西 小 学 校
神 戸 市 立 高 羽 小 学 校
成 徳 小 学 校
西 宮 市 立 春 風 小 学 校
西 宮 市 立 南 甲 子 園 小 学 校
奈 良 市 立 左 京 小 学 校
奈 良 市 立 鶴 舞 小 学 校
奈 良 市 立 六 条 小 学 校
境 港 市 立 誠 道 小 学 校
倉 敷 市 立 第 二 福 田 小 学 校
東 広 島 市 立 郷 田 小 学 校
東 広 島 市 立 八 本 松 小 学 校

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
香 川 県
高 知 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
佐 賀 県
熊 本 県
熊 本 県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
沖 縄 県
沖 縄 県

萩 市 立 大 島 小 学 校
徳 島 市 加 茂 名 南 小 学 校
香川大学教育学部附属坂出小学校
坂 出 市 立 東 部 小 学 校
高 知 市 立 布 師 田 小 学 校
大 牟 田 市 立 白 川 小 学 校
大 牟 田 市 立 吉 野 小 学 校
北 九 州 市 立 藍 島 小 学 校
北 九 州 市 立 赤 崎 小 学 校
久 留 米 市 立 犬 塚 小 学 校
小 郡 市 立 三 国 小 学 校
福 岡 市 立 香 椎 下 原 小 学 校
福 岡 市 立 田 村 小 学 校
福 岡 市 立 長 住 小 学 校
福 岡 市 立 東 光 小 学 校
福 岡 市 立 美 和 台 小 学 校
福 岡 市 立 百 道 浜 小 学 校
福 岡 雙 葉 小 学 校
八女市立上陽北洞学園義務教育学校
八 女 市 立 岡 山 小 学 校
佐 賀 市 立 高 木 瀬 小 学 校
天 草 市 立 本 渡 東 小 学 校
荒 尾 市 立 中 央 小 学 校
鹿 児 島 市 立 紫 原 小 学 校
肝 付 町 立 国 見 小 学 校
霧 島 市 立 高 千 穂 小 学 校
沖 縄 カ ト リ ッ ク 小 学 校
那 覇 市 立 天 久 小 学 校

アメリカ ミネアポリス日本語補習授業校
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都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

小学校

都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

（149校）

北 海 道
北 海 道
青 森 県
青 森 県
青 森 県
青 森 県
宮 城 県
秋 田 県
福 島 県
福 島 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都

標 津 町 立 川 北 小 学 校
伊 達 市 立 星 の 丘 小 学 校
青 森 市 立 浦 町 小 学 校
青 森 市 立 奥 内 小 学 校
青 森 市 立 甲 田 小 学 校
南 部 町 立 向 小 学 校
仙 台 市 立 台 原 小 学 校
潟 上 市 立 飯 田 川 小 学 校
猪 苗 代 町 立 緑 小 学 校
三 春 町 立 御 木 沢 小 学 校
牛 久 市 立 中 根 小 学 校
江 戸 川 学 園 取 手 小 学 校
笠 間 市 立 友 部 第 二 小 学 校
神 栖 市 立 植 松 小 学 校
小 美 玉 市 立 野 田 小 学 校
宇都宮大学教育学部附属小学校
桐 生 市 立 神 明 小 学 校
春 日 部 市 立 武 里 小 学 校
久 喜 市 立 三 箇 小 学 校
越 谷 市 立 大 袋 東 小 学 校
所 沢 市 立 上 新 井 小 学 校
蓮 田 市 立 平 野 小 学 校
飯 能 市 立 美 杉 台 小 学 校
富 士 見 市 立 勝 瀬 小 学 校
我 孫 子 市 立 並 木 小 学 校
市 原 市 立 市 原 小 学 校
昭 和 学 院 小 学 校
流 山 市 立 江 戸 川 台 小 学 校
船 橋 市 立 若 松 小 学 校
荒 川 区 立 赤 土 小 学 校
板 橋 区 立 北 野 小 学 校
板 橋 区 立 成 増 小 学 校
江戸川区立第七葛西小学校
葛 飾 区 立 飯 塚 小 学 校
北 区 立 西 ヶ 原 小 学 校
啓 明 学 園 初 等 学 校
江東区立有明西学園小学校
江 東 区 立 豊 洲 小 学 校
小 金 井 市 立 南 小 学 校
狛 江 市 立 狛 江 第 一 小 学 校

東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
神奈川県
新 潟 県
石 川 県
山 梨 県
山 梨 県
山 梨 県
山 梨 県
長 野 県
長 野 県
岐 阜 県
岐 阜 県
岐 阜 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県

杉 並 区 立 杉 並 第 十 小 学 校
墨 田 区 立 柳 島 小 学 校
中 野 区 立 南 台 小 学 校
練 馬 区 立 光 和 小 学 校
練 馬 区 立 高 松 小 学 校
八 王 子 市 立 小 宮 小 学 校
府 中 市 立 府 中 第 七 小 学 校
神 奈 川 県 立 平 塚 ろう 学 校
鎌 倉 市 立 大 船 小 学 校
関 東 学 院 六 浦 小 学 校
相 模 原 市 立 谷 口 台 小 学 校
相 模 原 市 立 横 山 小 学 校
自 修 館 中 等 教 育 学 校
秦 野 市 立 鶴 巻 小 学 校
平 塚 市 立 大 野 小 学 校
平 塚 市 立 金 田 小 学 校
平 塚 市 立 相 模 小 学 校
横 浜 市 立 鳥 が 丘 小 学 校
横 浜 市 立 品 濃 小 学 校
新 潟 市 立 岩 室 小 学 校
北 陸 学 院 小 学 校
都 留 市 立 禾 生 第 一 小 学 校
山 梨 市 立 日 下 部 小 学 校
山 梨 市 立 日 川 小 学 校
山 梨 市 立 八 幡 小 学 校
軽井沢町立軽井沢中部小学校
松 本 市 立 筑 摩 小 学 校
下 呂 市 立 馬 瀬 小 学 校
下 呂 市 立 尾 崎 小 学 校
多 治 見 市 立 小 泉 小 学 校
菊 川 市 立 小 笠 東 小 学 校
御 殿 場 市 立 御 殿 場 小 学 校
静 岡 市 立 伝 馬 町 小 学 校
浜 松 市 立 伊 目 小 学 校
安 城 市 立 丈 山 小 学 校
安 城 市 立 錦 町 小 学 校
一 宮 市 立 宮 西 小 学 校
岡 崎 市 立 城 南 小 学 校
春 日 井 市 立 小 野 小 学 校
江 南 市 立 藤 里 小 学 校

愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
三 重 県
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
鳥 取 県
岡 山 県
広 島 県
広 島 県

小 牧 市 立 小 牧 小 学 校
名 古 屋 市 立 橘 小 学 校
名 古 屋 市 立 穂 波 小 学 校
名 古 屋 市 立 呼 続 小 学 校
日 進 市 立 香 久 山 小 学 校
東 浦 町 立 片 葩 小 学 校
三重大学教育学部附属小学校
木 津 川 市 立 相 楽 小 学 校
京 都 市 立 山 ノ 内 小 学 校
京 都 市 立 南 大 内 小 学 校
城 陽 市 立 深 谷 小 学 校
長岡京市立長岡第十小学校
舞 鶴 市 立 由 良 川 小 学 校
立 命 館 小 学 校
大 阪 市 立 玉 造 小 学 校
大 阪 市 立 中 大 江 小 学 校
大 阪 市 立 長 吉 出 戸 小 学 校
堺 市 立 鳳 南 小 学 校
堺 市 立 東 三 国 丘 小 学 校
堺 市 立 南 八 下 小 学 校
吹 田 市 立 青 山 台 小 学 校
吹 田 市 立 東 山 田 小 学 校
豊 中 市 立 寺 内 小 学 校
豊 中 市 立 豊 島 小 学 校
八 尾 市 立 山 本 小 学 校
明 石 市 立 大 久 保 小 学 校
尼 崎 市 立 下 坂 部 小 学 校
加 古 川 市 立 陵 北 小 学 校
川 西 市 立 川 西 小 学 校
神 戸 市 立 高 羽 小 学 校
成 徳 小 学 校
西 宮 市 立 春 風 小 学 校
西 宮 市 立 南 甲 子 園 小 学 校
奈 良 市 立 左 京 小 学 校
奈 良 市 立 鶴 舞 小 学 校
奈 良 市 立 六 条 小 学 校
境 港 市 立 誠 道 小 学 校
倉 敷 市 立 第 二 福 田 小 学 校
東 広 島 市 立 郷 田 小 学 校
東 広 島 市 立 八 本 松 小 学 校

山 口 県
徳 島 県
香 川 県
香 川 県
高 知 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
福 岡 県
佐 賀 県
熊 本 県
熊 本 県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
沖 縄 県
沖 縄 県

萩 市 立 大 島 小 学 校
徳 島 市 加 茂 名 南 小 学 校
香川大学教育学部附属坂出小学校
坂 出 市 立 東 部 小 学 校
高 知 市 立 布 師 田 小 学 校
大 牟 田 市 立 白 川 小 学 校
大 牟 田 市 立 吉 野 小 学 校
北 九 州 市 立 藍 島 小 学 校
北 九 州 市 立 赤 崎 小 学 校
久 留 米 市 立 犬 塚 小 学 校
小 郡 市 立 三 国 小 学 校
福 岡 市 立 香 椎 下 原 小 学 校
福 岡 市 立 田 村 小 学 校
福 岡 市 立 長 住 小 学 校
福 岡 市 立 東 光 小 学 校
福 岡 市 立 美 和 台 小 学 校
福 岡 市 立 百 道 浜 小 学 校
福 岡 雙 葉 小 学 校
八女市立上陽北洞学園義務教育学校
八 女 市 立 岡 山 小 学 校
佐 賀 市 立 高 木 瀬 小 学 校
天 草 市 立 本 渡 東 小 学 校
荒 尾 市 立 中 央 小 学 校
鹿 児 島 市 立 紫 原 小 学 校
肝 付 町 立 国 見 小 学 校
霧 島 市 立 高 千 穂 小 学 校
沖 縄 カ ト リ ッ ク 小 学 校
那 覇 市 立 天 久 小 学 校

アメリカ ミネアポリス日本語補習授業校
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応募校・団体一覧

都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

（129校）

都道府県 団 体 名

団　体

都道府県 学 校 名

中学校

都道府県 学 校 名
北 海 道
北 海 道
青 森 県
岩 手 県
岩 手 県
岩 手 県
宮 城 県
宮 城 県
宮 城 県
宮 城 県
山 形 県
山 形 県
山 形 県
福 島 県
福 島 県
福 島 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
栃 木 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都

札 幌 市 立 米 里 中 学 校
函 館 白 百 合 学 園 中 学 校
八 戸 市 立 豊 崎 中 学 校
大 船 渡 市 立 第 一 中 学 校
洋 野 町 立 宿 戸 中 学 校
盛 岡 市 立 松 園 中 学 校
仙 台 市 立 台 原 中 学 校
仙 台 市 立 八 軒 中 学 校
登 米 市 立 石 越 中 学 校
登 米 市 立 豊 里 小 中 学 校
酒 田 市 立 第 四 中 学 校
新 庄 市 立 新 庄 中 学 校
天 童 市 立 第 三 中 学 校
い わ き 市 立 玉 川 中 学 校
い わ き 市 立 藤 間 中 学 校
福 島 市 立 福 島 第 三 中 学 校
つ く ば 市 立 吾 妻 中 学 校
つ く ば 市 立 手 代 木 中 学 校
守 谷 市 立 御 所 ケ 丘 中 学 校
宇 都 宮 市 立 鬼 怒 中 学 校
川 口 市 立 青 木 中 学 校
川 口 市 立 北 中 学 校
川 口 市 立 東 中 学 校
さ い た ま 市 立 浦 和 中 学 校
さ い た ま 市 立 西 原 中 学 校
秀 明 中 学 校
富 士 見 市 立 勝 瀬 中 学 校
富 士 見 市 立 本 郷 中 学 校
市 川 中 学 校
佐 倉 市 立 臼 井 中 学 校
専 修 大 学 松 戸 中 学 校
千 葉 市 立 千 城 台 南 中 学 校
千 葉 日 本 大 学 第 一 中 学 校
八 千 代 松 陰 中 学 校
江戸川区立葛西第三中学校
か え つ 有 明 中 学 校
葛 飾 区 立 葛 美 中 学 校
葛 飾 区 立 本 田 中 学 校
麴 町 学 園 女 子 中 学 校
佼 成 学 園 女 子 中 学 校

東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
神奈川県
神奈川県
神奈川県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
岐 阜 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
滋 賀 県
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府

修 徳 中 学 校
十 文 字 中 学 校
墨 田 区 立 吾 嬬 立 花 中 学 校
墨 田 区 立 本 所 中 学 校
墨 田 区 立 両 国 中 学 校
世 田 谷 区 立 用 賀 中 学 校
千代田区立神田一橋中学校
東京学芸大学附属小金井中学校
東京都立三鷹中等教育学校
中 野 区 立 第 四 中 学 校
八 丈 町 立 富 士 中 学 校
文 京 区 立 第 八 中 学 校
宝 仙 学 園 中 学 校
三 鷹 市 立 第 三 中 学 校
相 模 原 市 大 野 台 中 学 校
横 須 賀 市 立 坂 本 中 学 校
横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校
砺 波 市 立 庄 西 中 学 校
金 沢 市 立 兼 六 中 学 校
勝 山 市 立 勝 山 北 部 中 学 校
山 梨 市 立 山 梨 南 中 学 校
長 野 市 立 長 野 中 学 校
岐 阜 市 立 加 納 中 学 校
御 嵩 町 立 上 之 郷 中 学 校
御 殿 場 市 立 御 殿 場 中 学 校
浜 松 市 立 積 志 中 学 校
浜 松 市 立 八 幡 中 学 校
愛知教育大学附属岡崎中学校
愛知教育大学附属名古屋中学校
小 牧 市 立 応 時 中 学 校
名 古 屋 市 立 今 池 中 学 校
名 古 屋 市 立 久 方 中 学 校
名 古 屋 市 立 森 孝 中 学 校
大 津 市 立 志 賀 中 学 校
京 丹 後 市 立 丹 後 中 学 校
京 都 市 立 花 園 中 学 校
京 都 学 園 中 学 校
京 都 市 立 加 茂 川 中 学 校
長 岡 京 市 立 長 岡 中 学 校
向 日 市 立 寺 戸 中 学 校

京 都 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
岡 山 県
広 島 県
広 島 県
広 島 県
山 口 県
山 口 県
山 口 県
香 川 県
香 川 県
香 川 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
高 知 県
福 岡 県
福 岡 県
佐 賀 県
佐 賀 県
長 崎 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県

八 幡 市 立 男 山 東 中 学 校
大 阪 市 立 旭 陽 中 学 校
関 西 創 価 中 学 校
吹 田 市 立 第 一 中 学 校
吹 田 市 立 第 五 中 学 校
吹 田 市 立 第 六 中 学 校
明 石 市 立 大 久 保 北 中 学 校
関 西 学 院 中 学 部
淳 心 学 院 中 学 校
洲 本 市 立 五 色 中 学 校
兵 庫 県 立 大 学 附 属 中 学 校
生 駒 市 立 生 駒 南 中 学 校
智 辯 学 園 中 学 校
帝 塚 山 中 学 校
天 理 市 立 北 中 学 校
鳥 取 大 学 附 属 中 学 校
松 江 市 立 八 雲 中 学 校
金 光 学 園 中 学 校
岡 山 市 立 瀬 戸 中 学 校
広 島 市 安 佐 南 中 学 校
広 島 市 立 亀 山 中 学 校
福 山 市 立 至 誠 中 学 校
岩 国 市 立 川 下 中 学 校
岩 国 市 立 灘 中 学 校
柳 井 市 立 柳 井 西 中 学 校
香 川 県 藤 井 中 学 校
坂 出 市 立 東 部 中 学 校
高 松 市 立 一 宮 中 学 校
東 か が わ 市 立 白 鳥 中 学 校
大 洲 市 立 大 洲 北 中 学 校
高 知 市 立 城 北 中 学 校
土 佐 市 立 土 佐 南 中 学 校
飯 塚 市 立 穂 波 西 中 学 校
福 岡 市 立 花 畑 中 学 校
佐 賀 市 立 芙 蓉 中 学 校
成 穎 中 学 校
精 道 三 川 台 中 学 校
松 浦 市 立 志 佐 中 学 校
熊 本 市 立 白 川 中 学 校
国 東 市 立 武 蔵 中 学 校

鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
沖 縄 県
沖 縄 県

鹿 児 島 市 立 長 田 中 学 校
鹿 児 島 市 立 鴨 池 中 学 校
鹿 児 島 市 立 坂 元 中 学 校
鹿 児 島 市 立 桜 丘 中 学 校
鹿 児 島 市 立 吉 田 北 中 学 校
薩摩川内市立川内中央中学校
南 九 州 市 立 知 覧 中 学 校
沖 縄 県 立 球 場 中 学 校
宮 古 島 市 立 伊 良 部 中 学 校

（6団体）

茨 城 県
群 馬 県
東 京 都
神奈川県
滋 賀 県
広 島 県

イオンつくばチアーズクラブ
イオン高 崎チアー ズクラブ
キッザニア東京 エキサイティングウィーク
絵画教室　アトリエ・コネコ
上 笠 習 字 教 室
広島祇園　イオンチアーズクラブ
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応募校・団体一覧
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応募校・団体一覧

都道府県 学 校 名都道府県 学 校 名

（129校）

都道府県 団 体 名

団　体

都道府県 学 校 名

中学校

都道府県 学 校 名
北 海 道
北 海 道
青 森 県
岩 手 県
岩 手 県
岩 手 県
宮 城 県
宮 城 県
宮 城 県
宮 城 県
山 形 県
山 形 県
山 形 県
福 島 県
福 島 県
福 島 県
茨 城 県
茨 城 県
茨 城 県
栃 木 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
埼 玉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
千 葉 県
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都

札 幌 市 立 米 里 中 学 校
函 館 白 百 合 学 園 中 学 校
八 戸 市 立 豊 崎 中 学 校
大 船 渡 市 立 第 一 中 学 校
洋 野 町 立 宿 戸 中 学 校
盛 岡 市 立 松 園 中 学 校
仙 台 市 立 台 原 中 学 校
仙 台 市 立 八 軒 中 学 校
登 米 市 立 石 越 中 学 校
登 米 市 立 豊 里 小 中 学 校
酒 田 市 立 第 四 中 学 校
新 庄 市 立 新 庄 中 学 校
天 童 市 立 第 三 中 学 校
い わ き 市 立 玉 川 中 学 校
い わ き 市 立 藤 間 中 学 校
福 島 市 立 福 島 第 三 中 学 校
つ く ば 市 立 吾 妻 中 学 校
つ く ば 市 立 手 代 木 中 学 校
守 谷 市 立 御 所 ケ 丘 中 学 校
宇 都 宮 市 立 鬼 怒 中 学 校
川 口 市 立 青 木 中 学 校
川 口 市 立 北 中 学 校
川 口 市 立 東 中 学 校
さ い た ま 市 立 浦 和 中 学 校
さ い た ま 市 立 西 原 中 学 校
秀 明 中 学 校
富 士 見 市 立 勝 瀬 中 学 校
富 士 見 市 立 本 郷 中 学 校
市 川 中 学 校
佐 倉 市 立 臼 井 中 学 校
専 修 大 学 松 戸 中 学 校
千 葉 市 立 千 城 台 南 中 学 校
千 葉 日 本 大 学 第 一 中 学 校
八 千 代 松 陰 中 学 校
江戸川区立葛西第三中学校
か え つ 有 明 中 学 校
葛 飾 区 立 葛 美 中 学 校
葛 飾 区 立 本 田 中 学 校
麴 町 学 園 女 子 中 学 校
佼 成 学 園 女 子 中 学 校

東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
東 京 都
神奈川県
神奈川県
神奈川県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
岐 阜 県
静 岡 県
静 岡 県
静 岡 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
愛 知 県
滋 賀 県
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府
京 都 府

修 徳 中 学 校
十 文 字 中 学 校
墨 田 区 立 吾 嬬 立 花 中 学 校
墨 田 区 立 本 所 中 学 校
墨 田 区 立 両 国 中 学 校
世 田 谷 区 立 用 賀 中 学 校
千代田区立神田一橋中学校
東京学芸大学附属小金井中学校
東京都立三鷹中等教育学校
中 野 区 立 第 四 中 学 校
八 丈 町 立 富 士 中 学 校
文 京 区 立 第 八 中 学 校
宝 仙 学 園 中 学 校
三 鷹 市 立 第 三 中 学 校
相 模 原 市 大 野 台 中 学 校
横 須 賀 市 立 坂 本 中 学 校
横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校
砺 波 市 立 庄 西 中 学 校
金 沢 市 立 兼 六 中 学 校
勝 山 市 立 勝 山 北 部 中 学 校
山 梨 市 立 山 梨 南 中 学 校
長 野 市 立 長 野 中 学 校
岐 阜 市 立 加 納 中 学 校
御 嵩 町 立 上 之 郷 中 学 校
御 殿 場 市 立 御 殿 場 中 学 校
浜 松 市 立 積 志 中 学 校
浜 松 市 立 八 幡 中 学 校
愛知教育大学附属岡崎中学校
愛知教育大学附属名古屋中学校
小 牧 市 立 応 時 中 学 校
名 古 屋 市 立 今 池 中 学 校
名 古 屋 市 立 久 方 中 学 校
名 古 屋 市 立 森 孝 中 学 校
大 津 市 立 志 賀 中 学 校
京 丹 後 市 立 丹 後 中 学 校
京 都 市 立 花 園 中 学 校
京 都 学 園 中 学 校
京 都 市 立 加 茂 川 中 学 校
長 岡 京 市 立 長 岡 中 学 校
向 日 市 立 寺 戸 中 学 校

京 都 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
大 阪 府
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
兵 庫 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
奈 良 県
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
岡 山 県
広 島 県
広 島 県
広 島 県
山 口 県
山 口 県
山 口 県
香 川 県
香 川 県
香 川 県
香 川 県
愛 媛 県
高 知 県
高 知 県
福 岡 県
福 岡 県
佐 賀 県
佐 賀 県
長 崎 県
長 崎 県
熊 本 県
大 分 県

八 幡 市 立 男 山 東 中 学 校
大 阪 市 立 旭 陽 中 学 校
関 西 創 価 中 学 校
吹 田 市 立 第 一 中 学 校
吹 田 市 立 第 五 中 学 校
吹 田 市 立 第 六 中 学 校
明 石 市 立 大 久 保 北 中 学 校
関 西 学 院 中 学 部
淳 心 学 院 中 学 校
洲 本 市 立 五 色 中 学 校
兵 庫 県 立 大 学 附 属 中 学 校
生 駒 市 立 生 駒 南 中 学 校
智 辯 学 園 中 学 校
帝 塚 山 中 学 校
天 理 市 立 北 中 学 校
鳥 取 大 学 附 属 中 学 校
松 江 市 立 八 雲 中 学 校
金 光 学 園 中 学 校
岡 山 市 立 瀬 戸 中 学 校
広 島 市 安 佐 南 中 学 校
広 島 市 立 亀 山 中 学 校
福 山 市 立 至 誠 中 学 校
岩 国 市 立 川 下 中 学 校
岩 国 市 立 灘 中 学 校
柳 井 市 立 柳 井 西 中 学 校
香 川 県 藤 井 中 学 校
坂 出 市 立 東 部 中 学 校
高 松 市 立 一 宮 中 学 校
東 か が わ 市 立 白 鳥 中 学 校
大 洲 市 立 大 洲 北 中 学 校
高 知 市 立 城 北 中 学 校
土 佐 市 立 土 佐 南 中 学 校
飯 塚 市 立 穂 波 西 中 学 校
福 岡 市 立 花 畑 中 学 校
佐 賀 市 立 芙 蓉 中 学 校
成 穎 中 学 校
精 道 三 川 台 中 学 校
松 浦 市 立 志 佐 中 学 校
熊 本 市 立 白 川 中 学 校
国 東 市 立 武 蔵 中 学 校

鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
鹿児島県
沖 縄 県
沖 縄 県

鹿 児 島 市 立 長 田 中 学 校
鹿 児 島 市 立 鴨 池 中 学 校
鹿 児 島 市 立 坂 元 中 学 校
鹿 児 島 市 立 桜 丘 中 学 校
鹿 児 島 市 立 吉 田 北 中 学 校
薩摩川内市立川内中央中学校
南 九 州 市 立 知 覧 中 学 校
沖 縄 県 立 球 場 中 学 校
宮 古 島 市 立 伊 良 部 中 学 校

（6団体）

茨 城 県
群 馬 県
東 京 都
神奈川県
滋 賀 県
広 島 県

イオンつくばチアーズクラブ
イオン高 崎チアー ズクラブ
キッザニア東京 エキサイティングウィーク
絵画教室　アトリエ・コネコ
上 笠 習 字 教 室
広島祇園　イオンチアーズクラブ
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あめぼう

二人のであい

あまつぶ

これは、雨がたくさん降る世界のおはなしです。

黄色いレインコートみたいなものを着ている、
元気なおとこの子。
身長132cm。やんちゃで好奇心いっぱい。
「あまつぶ」とは最近知り合って
ともだちになりました。
ある日、あめぼうが自分のポケットをひろげて
雨をポケットにためる遊びをしていたら、
あまつぶがポケットの中にはいってきたのです。

あまつぶは、あめぼうに雨の可能性をたくさんおしえてくれます。
たとえば、もちろん水ですから、ためたら万が一の火事にもすばやく対応！
かかんに火にいどんで消火！
雨あがりのクモの巣には
美しいアートをつくってみたり、
雨音で音楽だってつくれちゃいます。

あめぼうは、
本当は雨がきらいでした。

外に遊びにいけないし、ざーざー降る雨はなんだかこわいし、
みずたまりにはまってお気に入りの長靴をよごしてしまうから。

でも、あまつぶと出会い、雨の魅力や、雨の優しさを知って
あめぼうは、
しだいに雨が好きになっていくのです。

カラフルな姿をしている、雨粒型の生きもの。
かわいらしい顔をしているけれど、
ずっとずっとはるか昔から
この星に住んでいる大先輩。
もの知りで、おちゃめで、優しくてつよいのです。
きれいなものが大好きで、
美的センスももち合わせています。

あめぼうと あまつぶ

「あめぼうとあまつぶ」はライオンのオリジナルキャラクターです。
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2018

雨水活用の普及活動を

雨水タンクを石巻市、墨田区、大阪府に
寄贈。（写真は石巻市のもの）

50

応募要項

タイトル
　雨活アイデアコンテスト2018

主　催
　特定非営利活動法人雨水市民の会
　ライオン株式会社

後　援
学中本日全、会長校学小合連国全、省境環、省学科部文 　

校長会、全国市町村教育委員会連合会、全国小学校理
科研究協議会、全国中学校理科教育研究会、全国小中
学校環境教育研究会、全国造形教育連盟、墨田区教育
委員会

協　力
　キッザニア東京・キッザニア甲子園

募集対象
　全国の小学生・中学生ならどなたでも

テーマ
　“雨活”を通じて水の大切さを考えよう。
　雨活って？
　●雨を活用するアイデアを考えること
　●雨の活用を実際にやってみること
　●水の無い生活を想像し、雨の恵みを感じること

発になんみをとこるきで用利を雨やさ切大の水や雨 ●　
信すること

募集部門
　①作文部門
　　1,200字程度（原稿用紙3枚程度）

紙用稿原（度程字002,1～008は部の生学小 ※　　
2~3枚）でも可

　②ポスター部門
どなルテスパ、具の絵、内以〉㎜045×083〈切つ四 　　

画材は自由
ズーレフチッャキ・トスライ・絵のめたるめ広を活雨 　　

を入れてください。
　③自由研究・自由表現部門

、紙造模、トーポレは式形募応の現表由自・究研由自 　　
画用紙など自由。

　　立体物、生ものは写真にて応募ください。
　　※字数、ページ数、書式は自由/グループ応募も可
　④標語部門

に票募応、はたま紙用の〉㎜012×051〈ズイサ5A 　　
直接書き、説明書きをつけることも可

応募方法
　原則として、学校・団体を通じて応募すること

に」欄入記募応人個「の票募応（能可も募応ので人個 ●　
○印を記入すること）。

キチホを票募応たし入記を項事要必にとご点1品作 　　
ス、のり等で添付。

、は合場くだたい用利ごを」トーシ用募応体団・校学｢ 　　
作品ごとの応募票添付は不要。

氏「」名体団・校学「」名題「に体自品作ず必、しだた 　　
名」を記入すること。

締　切
　2018年10月13日（土）当日消印有効

最終審査委員 　※順不同、敬称略
　有馬　朗人（元文部大臣・審査委員長）
　大野　正人（全国造形教育連盟委員長）
　山本　耕平（特定非営利活動法人雨水市民の会 理事長）
　濱　　逸夫（ライオン株式会社代表取締役社長執行役員）

発　表
ら知に人本てし通を校学てしと則原、月21年8102 　

せるほか、ライオンホームページで発表。
　 また、入賞者在籍校管轄の教育委員会にも報告します。

表彰式
、を名1者護保はたま員教導指のそ、と者賞受賞秀優最 　

2019年1月19日（土）にキッザニア東京で行う表彰
式にご招待します。

賞と賞品
　1）個人賞
　　○最優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード3万円・キレイキレイセット）

保と人本ごへ式彰表るれさ催開で京東アニザッキ 　　　
護者1名をご招待

　　○優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード1万円・キレイキレイセット）
　　○佳作：小学生の部20作品・中学生の部20作品
　　　（賞状・副賞図書カード2千円・キレイキレイセット）
　　○努力賞：小学生の部30作品・中学生の部30作品
　　　（賞状・キレイキレイ除菌ウェットシート）
　2）団体賞

・副賞書籍・てた念記・状賞（体団2：賞励奨体団 ○　　
キレイキレイ薬用泡ハンドソープ）

体団2らか体団・校学たし募応数多を品作な秀優 　　　
を奨励の意味で表彰。

　 ハ泡用薬イレキイレキ・状賞（体団3：賞力努体団 ○　　
ンドソープ）

たし募応数多を品作な秀優でい次に賞励奨体団 　　　
学校・団体から3団体に贈呈。

呈贈に員全者募応：賞加参 ）3　
キガミハs'dikカニリク：生学小   　　　　　

　　　　　  中学生：クリニカアドバンテージハミガキ
　　　　　  キッザニア東京・甲子園ご優待券
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雨水活用の普及活動を

雨水タンクを石巻市、墨田区、大阪府に
寄贈。（写真は石巻市のもの）
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応募要項

タイトル
　雨活アイデアコンテスト2018

主　催
　特定非営利活動法人雨水市民の会
　ライオン株式会社

後　援
学中本日全、会長校学小合連国全、省境環、省学科部文 　

校長会、全国市町村教育委員会連合会、全国小学校理
科研究協議会、全国中学校理科教育研究会、全国小中
学校環境教育研究会、全国造形教育連盟、墨田区教育
委員会

協　力
　キッザニア東京・キッザニア甲子園

募集対象
　全国の小学生・中学生ならどなたでも

テーマ
　“雨活”を通じて水の大切さを考えよう。
　雨活って？
　●雨を活用するアイデアを考えること
　●雨の活用を実際にやってみること
　●水の無い生活を想像し、雨の恵みを感じること

発になんみをとこるきで用利を雨やさ切大の水や雨 ●　
信すること

募集部門
　①作文部門
　　1,200字程度（原稿用紙3枚程度）

紙用稿原（度程字002,1～008は部の生学小 ※　　
2~3枚）でも可

　②ポスター部門
どなルテスパ、具の絵、内以〉㎜045×083〈切つ四 　　

画材は自由
ズーレフチッャキ・トスライ・絵のめたるめ広を活雨 　　

を入れてください。
　③自由研究・自由表現部門

、紙造模、トーポレは式形募応の現表由自・究研由自 　　
画用紙など自由。

　　立体物、生ものは写真にて応募ください。
　　※字数、ページ数、書式は自由/グループ応募も可
　④標語部門

に票募応、はたま紙用の〉㎜012×051〈ズイサ5A 　　
直接書き、説明書きをつけることも可

応募方法
　原則として、学校・団体を通じて応募すること

に」欄入記募応人個「の票募応（能可も募応ので人個 ●　
○印を記入すること）。

キチホを票募応たし入記を項事要必にとご点1品作 　　
ス、のり等で添付。

、は合場くだたい用利ごを」トーシ用募応体団・校学｢ 　　
作品ごとの応募票添付は不要。

氏「」名体団・校学「」名題「に体自品作ず必、しだた 　　
名」を記入すること。

締　切
　2018年10月13日（土）当日消印有効

最終審査委員 　※順不同、敬称略
　有馬　朗人（元文部大臣・審査委員長）
　大野　正人（全国造形教育連盟委員長）
　山本　耕平（特定非営利活動法人雨水市民の会 理事長）
　濱　　逸夫（ライオン株式会社代表取締役社長執行役員）

発　表
ら知に人本てし通を校学てしと則原、月21年8102 　

せるほか、ライオンホームページで発表。
　 また、入賞者在籍校管轄の教育委員会にも報告します。

表彰式
、を名1者護保はたま員教導指のそ、と者賞受賞秀優最 　

2019年1月19日（土）にキッザニア東京で行う表彰
式にご招待します。

賞と賞品
　1）個人賞
　　○最優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード3万円・キレイキレイセット）

保と人本ごへ式彰表るれさ催開で京東アニザッキ 　　　
護者1名をご招待

　　○優秀賞：小学生の部4作品・中学生の部4作品
　　　（賞状・記念トロフィー・副賞図書カード1万円・キレイキレイセット）
　　○佳作：小学生の部20作品・中学生の部20作品
　　　（賞状・副賞図書カード2千円・キレイキレイセット）
　　○努力賞：小学生の部30作品・中学生の部30作品
　　　（賞状・キレイキレイ除菌ウェットシート）
　2）団体賞

・副賞書籍・てた念記・状賞（体団2：賞励奨体団 ○　　
キレイキレイ薬用泡ハンドソープ）

体団2らか体団・校学たし募応数多を品作な秀優 　　　
を奨励の意味で表彰。

　 ハ泡用薬イレキイレキ・状賞（体団3：賞力努体団 ○　　
ンドソープ）

たし募応数多を品作な秀優でい次に賞励奨体団 　　　
学校・団体から3団体に贈呈。

呈贈に員全者募応：賞加参 ）3　
キガミハs'dikカニリク：生学小   　　　　　

　　　　　  中学生：クリニカアドバンテージハミガキ
　　　　　  キッザニア東京・甲子園ご優待券



　あめかつ

『雨活アイデアコンテスト』事務局（プラスエム内）
〒104-0032東京都中央区八丁堀3丁目17－6　群成舎ビル6階
TEL03（6222）5250　FAX03（6222）4823
Eメール：amekatsu@plus-m.co.jp

http://www.lion.co.jp/

お問合わせ先　（受付時間）午前10時～午後6時（土・日・祝日を除く）

2019年1月発行

《主　　催》特定非営利活動法人 雨水市民の会　　　　　　　　　ライオン株式会社
《後　　援》文部科学省・環境省・全国連合小学校長会・全日本中学校長会・全国市町村教育委員会連合会・全国小学校理科研究協議会
　　　　　　全国中学校理科教育研究会・全国小中学校環境教育研究会・全国造形教育連盟・墨田区教育委員会
《協　　力》キッザニア東京・キッザニア甲子園

入 賞 作 品 集

あめ
そら

ライオンはキッザニア東京・キッザニア甲子園のオフィシャルスポンサーです。
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